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 広報 No.689あなたにも大きなツキがありますように！

６
2015．

手
を
あ
げ
て

横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
！

（
賑
岡
町
畑
倉
地
内
）



国
の
動
き

　
平
成
26
年
11
月
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
と
「
地
域
再
生

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に

対
応
し
、
人
口
の
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏
へ

の
人
口
の
過
度
な
集
中
を
是
正
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日

本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
に
関
す
る
施
策
」
を
総
合
的
・

計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

市
で
は
・
・
・

 

未
来
へ
の
取
り
組
み
が

　
　
　
　
　
　
　
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

日本創成会議による将来推計人口

平成 22年（2010 年） 平成 52年（2040 年）

（平成 22年の総人口を100とした場合の指数）
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場所：猿橋近隣公園（平成 27 年 4月撮影）

特集　育むことで大地に根を張る
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育
む
こ
と
で
大
地
に
根
を
張
る

特集

人
口
対
策
・
地
域
活
性
化

世
の
中
の
流
れ

20
〜
39
歳
の
女
性
の
数
が
49
・
８
％

の
市
区
町
村
で
５
割
以
上
減
り
、
推

計
対
象
の
全
国
約
１
８
０
０
市
町
村

の
う
ち
５
２
３
で
は
人
口
が
１
万
人

未
満
と
な
っ
て
消
滅
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
」。
こ
の
日
本
創
成
会
議
・
人

口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
の
発
表
し

た
推
計
は
、
全
国
で
大
き
な
衝
撃
と

な
り
ま
し
た
。

　

　
平
成
26
年
５
月
、
民
間
の
有
識
者

で
構
成
す
る
日
本
創
成
会
議（
座
長
・

増
田
寛
也
元
総
務
相
）
が
「
ス
ト
ッ

プ
少
子
化
・
地
方
元
気
戦
略
」
の
中

で
２
０
４
０
年
の
人
口
推
計
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、「
２
０
４
０
年
に
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老朽度・危険度のランク

　
全
国
的
に
空
き
家
対
策
が
叫
ば
れ

る
な
か
、
県
内
で
も
い
ち
早
く
対
策

に
取
り
組
も
う
と
平
成
26
年
12
月
１

日
か
ら
26
日
に
か
け
て
、
市
職
員
に

よ
る
空
き
家
調
査
（
建
物
の
外
観
な

ど
か
ら
判
断
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
庁
内
の
検
討
委
員
会
な

ど
を
設
置
し
、
所
有
者
・
管
理
者
の

調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
、
優
良
空
き
家
で
あ
る
Ａ
ラ

ン
ク
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
「
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
」を
推
進
す
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｃ
・
Ｄ
ラ
ン
ク
の
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
再
度
、
現
地
確
認
を

行
う
中
で
所
有
者
な
ど
に
適
正
な
管

理
指
導
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

Ａ：小規模の修繕などにより再利用ができる、またはそのまま利用できるもの

Ｂ：改修工事などにより再利用できるもの

Ｃ：管理が行き届いておらず損傷が著しいため、大規模な改修工事等が必要と思われるもの

Ｄ：倒壊の恐れや建築材の飛散など危険が懸念され、解体等早急な対応が必要と思われるもの

※各地区の棟数については、家屋課税台帳の推計値です

※公共用建物や共同住宅（アパート、マンション、市営住宅など）は、調査対象外です

４
職
員
に
よ
る

　
　
　
　
市
内
の
空
き
家
調
査

行
　
　
政

住まなくなった家を登録しませんか？

大月市

空き家バンク

空き家を

売りたい人
貸したい人

空き家を

買いたい人
借りたい人

市内空き家調査の状況

老朽化した空き家の

イメージ写真

現地調査

物件登録

情報提供

利用登録

物件交渉・成約

※市では売買、賃貸の仲介を行いません

※一定の要件を満たせば、リフォーム費用の助成や

　　　　　　　　　報奨金があります（概要は次ページ）

問合　空き家調査　　市民課　生活環境担当　　　　☎ (23) ８０２３
　　　空き家バンク　企画財政課　地域活性化担当　☎ (23) ５０１１

笹子 初狩 大月 賑岡 七保 猿橋 富浜 梁川 計

428 745 2,211 1,066 1,592 1,840 1,341 461 9,684

Ａ 18 59 148 67 107 107 109 35 650

Ｂ 11 8 21 8 22 27 19 9 125

Ｃ 8 2 29 22 24 28 14 7 134

Ｄ 3 0 4 5 15 20 9 2 58

計 40 69 202 102 168 182 151 53 967

地区

ﾗﾝｸ

特集　育むことで大地に根を張る

広報おおつき 2015.065

１

２

３

市
民
に
よ
る

　
愛
称

　
大
月
み
ら
い
協
議
会

　
平
成
27
年
１
月
、
市
民
の
方
や

市
出
身
者
な
ど
の
20
名
で
構
成
す

る
「
人
口
問
題
・
地
域
活
性
化
を
考

え
る
市
民
会
議
（
大
月
み
ら
い
協
議

会
）」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
４
月
ま
で
に
４
回
の
会
議
を
行

い
、
市
の
現
状
を
把
握
し
た
上
で
、

委
員
の
ア
イ
デ
ア
を
具
体
的
に
事
業

化
す
る
計
画
策
定
の
検
討
を
し
て
い

ま
す
。

 
人
口
対
策
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た

　

オ
ー
ル
大
月
の
取
り
組
み

市
議
会
に
よ
る

　
　
　
人
口
減
少
問
題
研
究
会

　
平
成
26
年
９
月
、
議
長
を
会
長
と

す
る
「
人
口
減
少
問
題
研
究
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
つ
の
分
科
会
（
少
子
化
対
策
・

移
住
定
住
対
策
・
地
域
活
性
化
等
対

策
）に
よ
る
数
多
く
の
議
論
を
経
て
、

本
年
３
月
に
研
究
会
か
ら
の
提
言
書

が
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

全
職
員
に
よ
る

大
月
市
生
き
が
い
創
生
委
員
会

　
平
成
26
年
10
月
、
市
長
が
代
表
を

務
め
、
幹
部
職
員
で
構
成
す
る
「
大

月
市
生
き
が
い
創
生
委
員
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
若
手
や
女
性
職
員
が
参
加

す
る
３
つ
の
専
門
部
会
（
少
子
化
対

策
・
移
住
定
住
対
策
・
地
域
活
性
化

等
対
策
）
を
設
け
、
横
断
的
な
議
論

の
中
か
ら
、
新
た
な
住
宅
等
の
助
成

制
度
な
ど
が
発
案
さ
れ
ま
し
た
。

市 

民 

力

左：グループに分かれての討論・発表　右：全体会議

市 

議 

会

　
平
成
26
年
11
月
に
国
の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
前

か
ら
市
民
の
方
や
市
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
検
討
す
る
組
織
づ
く
り
を
始
め
て
い
ま
し
た
。

行
　
　
政
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大月を元気にしたいという気持ちで活動を始めた

地域の活性化には、若い人たちが育ち、

　　　　　　　　　　　活躍できる場所が必要 ―

大月市おつけだんごの会　

　　　　　　　　山
やまぐち

口明
あきひで

秀さん

　最初は、仲間との飲み会の中で出てきた“まちおこし”。

　「飲食店に人が集まれば、まちが賑わうじゃん」「何かできな

いか」という気持ちから始まり、それぞれ自分の仕事を持つ仲

間が、時間をつくって活動してくれました。

　商工会青年部の事業として、仲間と始めた“おつけだんごの会”

も、１０年の節目を迎えます。

　市内イベントへの参加やＢ－１グランプリへの参加、地道な

活動により徐々にその存在を市内外の方に知ってもらえるよう

になり、励ましの声にも支えられました。

　まちに活気を出すには、若い人たちが育ち、活躍できる場所

が必要だと思います。

- Profi le プロフィール -

まちおこしに走り続けて１０年。大月み

らい協議会のメンバーとしても活躍中

都内の人は、山梨の自然に魅力と癒しを感じている

何より大切なのは、人と人の関係　―

　平成２５年６月にセンターが開設しました。今でも覚えてい

るのは、午前１０時のオープン前から相談者が待っていたこと

です。その方は、その後、山梨へ移住してくれて、需要がある

ことを実感しました。現在は、年間約２，０００件の相談に応じ

ています。

　相談者が何を求めているのか、心に寄り添いながら話を聴く

ことで見えてくるものがあります。山梨での暮らしが上手くい

くよう、そっと背中を押してあげるのが、私の仕事です。

　都内の人にとって「山梨」は、アクセスしやすい田舎で、山

の近さを感じられることが魅力や癒しとなっています。

　制度を整えることはもちろん必要ですが、何より大切なのは

人と人の関係です。受け入れる側のちょっとの気遣いで、お互

いの気持ちが歩み寄り、移住から定住へとつながっていきます。

移住定住や地域活性化につなげるためには何が必要なのか。

地元で頑張る方、移住専門の相談員、地域おこし協力隊、大月に魅力を

感じて移住してきた方、それぞれの思いを聞きました ー。

やまなし暮らし支援センター

　　　　（東京都千代田区有楽町）　

　移住専門相談員　倉
くらた

田貴
たか ね

根さん

- Profi le プロフィール -

移住相談のスペシャリストとして、山梨

の魅力を広げている

特集　育むことで大地に根を張る

広報おおつき 2015.067

①定住促進住宅取得助成金制度

○市外の方が新築住宅を取得した場合、

　　　　　　　助成金を　最高１５０万円　交付します。
○市内の方が新築住宅を取得した場合、

　　　　　　　助成金を　最高１２０万円　交付します。

③新婚世帯家賃助成金制度

○市内の民間賃貸住宅を利用する新婚世帯に対し、

　　家賃の助成金を　月１万円を上限　に交付します。

②転入子育て世帯家賃助成金制度

○市内の民間賃貸住宅を利用する市外から転入してきた子育て世帯

　に対し、家賃の助成金を　月１万円を上限　に交付します。

④空き家バンク成約物件

　　　　　　　　リフォーム助成金制度

○市の空き家バンクに利用登録し、売買の成約に至った場合、

　空き家の購入者に対し、リフォーム工事費用の一部を

　　　　　　　　　　　１０万円を上限　に交付します。

⑤空き家バンク登録促進報奨金制度

○市の空き家バンクに物件登録し、売買の成約に至った場合、

　物件の登録者に対し、　３万円の報奨金　を交付します。　

⑥大月市プレミアム付商品券の発行

○商品券を発行して地域内での消費を循環させることで、地元消費

　の喚起や子育て世帯への支援、地域経済の活性化につなげます。

　（詳細は、１０～１１ページに掲載）　　

 
平
成
27
年
度
　
新
た
な
制
度
を
創
設

　
移
住
定
住
や
地
域
活
性
化
の
支
援
策

　
市
で
は
、
国
の
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
（
地
方
創
生
先
行
型
）
を
活

用
し
て
、新
た
な
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

①～⑤の事業期間：平成２７年４月～平成３２年３月末までの５年間

※新制度以外にも不妊治療に関する支援のほか、子育て・教育・定住促進等に

　関する支援策を充実しています。

問合　企画財政課　地域活性化担当　☎ (23) ５０１１
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明
日
の
子
ど
も
た
ち
へ

　
　
笑
顔
を
つ
な
ぐ
た
め
に 

―
―

　
市
で
は

今
年
度

２
つ
の
計

画
を
策
定
し
ま
す

　
人
口
の
現
状
と
将
来
の
展
望
を

踏
ま
え
た
「
大
月
市
人
口
ビ
ジ

ン
」

　
も
う
１
つ
は

市
独
自
に
政
策

分
野
ご
と
の
目
標
と
推
進
す
べ
き

施
策（
５
年
間
の
具
体
的
な
計
画
）

を
定
め
た「
大
月
市
版
総
合
戦
略
」

で
す

　
す
で
に
検
討
が
進
め
ら
れ

幅

広
い
層
（
女
性
や
若
者

外
部
人

材
な
ど
）
の
意
見
を
反
映
で
き
る

よ
う
に
な

て
い
ま
す

　

　
一
方
で

市
外
の
方
や
移
住
し

て
き
た
方
に
話
を
聞
く
と

大
月

の
良
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
す

　
市
内
に
住
む
人
の
中
に
は

大

月
は
何
も
な
い
と
言
う
方
も
い
ま

す
が

大
月
は
良
い
と
こ
ろ
が
あ

る
と
い
う
こ
と
に
自
信
を
持

て

胸
を
張

て
言
え
る
よ
う
に

な
れ
ば

き

と
市
の
流
れ
も
変

わ
る
で
し

う

た
く
さ
ん
の
可
能
性
を
秘
め
た

　
新
し
い
芽
を
み
ん
な
で
育
ん
で
い
き
ま
し

う

特集　育むことで大地に根を張る

広報おおつき 2015.069

活動を通し、大月の活力の源となれたら ―

大月に来て感じていることは？

　甲州街道が生んだ町の歴史をいたるところに感じ、街道町としての人

の暮らしの工夫・努力などに興味が湧いています。人と人の結びつきが

強く、近年、地方でもなかなか見られることがなくなった、「顔の見え

る生活」がここにはまだ生きていると感じました。

今後、大月市でやりたいこと。活動したいこと。

　「織物産業の復興」「農林資源の掘り起こし」「甲州街道としての大月市」

の３つがキーワードとなる活動を行っていこうと思っています。

　協力隊の活動を通し、もう一度、大月市の魅力を再発見してもらい、

活力の源の一つとなれるよう力を尽くしていきたいですね。

地域おこし協力隊　

　　　　　　鈴
すずき

木涼
りょうへい

平さん

- Profi le プロフィール -

協力隊として、東京都から移住

大月に来て感じていることは？

　学生時代から自転車の練習で大月を通ることが多く、都会からのアク

セスの良さ、自然の豊かさを感じていました。協力隊になって改めてそ

の強みを感じ、ここで何かできるのではないかと思っています。

今後、大月市でやりたいこと。活動したいこと。

　自然を活用したアウトドアスポーツなどでお客さんを呼び込むことを

考えています。大月だけでなく、近隣市町村とも連携して、地域を盛り

上げたいですね。

自然を活用して、地域を盛り上げたい ―

千葉県から移住した

　　　　　　　杉
すぎた

田優
ゆう こ

子さん

大月に「ひとめぼれ」してしまいました

周りの方の温かさに助けられています ―

　転職する夫の住まいを求めて、通勤可能な候補地を探し

ていました。その 1 つとして、初めて大月を訪れた際に、

出会った方々が、皆、親身に接してくれたことが大変印象

に残っています。

　紹介された古民家も気に入り、家から見える富士山や豊

かな自然など、大月の環境や雰囲気に「ひとめぼれ」して、

私も一緒に移住してしまいました。

　また、近所の皆さんが家族のように迎え入れてくれたの

で、すぐにこの地になじむことができました。

　私は、手編みやドッググッズなどを製作する仕事をして

いますが、大月の方と協力して「この地ならではのもの」

を生み出せたら楽しいかもしれませんね。

- Profi le プロフィール -

真木に移住し、自宅兼アトリエ　「ひと目

ところ JustOne」を構える

地域おこし協力隊とは

　平成２１年度から国が開始した制度で、人口減少や高齢化が進む地域が都市部から人材を誘致し、定住・定着の支

援をしながら地域の活性化に取り組んでもらう仕組みです。本市では、平成２７年４月に２名の隊員を委嘱しました。

地域おこし協力隊　

　　　　　　林
はやし

　厚
あつ し

志さん

- Profi le プロフィール -

協力隊として、富山県から移住

杉田さんが製作した

ワンちゃん用のウェ

ディングドレスなど

甲州街道を調査する林さん

薪を切る

　鈴木さん
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いつもより、お得な買いものができます。

○プレミアム付商品券の概要

市内の取扱事業所（プレミアム商品券参加ポスター、のぼり旗が目印）で使うことができます。

※市ホームページや６月１５日（月）の新聞折り込みチラシでも確認ができます。

販売場所が期間中に変わります。ご注意ください。　

種類 販売価格

一般用  １セット１２，０００円分を
  （１，０００円×１２枚綴）

１０，０００円で販売
 ※１人５セットまで

子育て
世帯用

 １セット１２，０００円分を
  （１，０００円×１２枚綴）

　９，０００円で販売
 ※１世帯３セットまで

地元で買い物をする（地域循環型経済）ことで、

　　　　　　まちの元気につながります！

日時 販売場所

　６月１８日（木）・１９日（金）
　　午前１０時～午後３時

各出張所、市民会館４階視聴覚室
（子育て世帯用は、市民会館のみとなります）

　６月２０日（土）
　　午前１０時～午後３時

市民会館４階視聴覚室

　６月２２日（月）～終了まで
　　午前１０時～午後３時
　　※土日祝日は除く

市役所企画財政課、大月市商工会

購入方法

種類 購入方法

一般用  所定の用紙に、購入者の氏名、住所、電話番号、購入金額を記入してください。

子育て
世帯用

 所定の用紙に、購入者の氏名、住所、電話番号、購入金額を記入し、「証明書」を
添えてください。
　※子育て世帯用の「証明書」は、６月１０日以降に郵送します。

【子育て世帯とは】

　平成２７年６月１日に、大月市の住民基本台帳に登録のある平成９年４月２日以降に出生した方

　がいる世帯

　※子育て世帯用のプレミアム付商品券を購入するには、「証明書」の提出が必要となります。

問合　企画財政課　地域活性化担当　☎ (23) ５０１１
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地
元
消
費
で
活
気
あ
る
ま
ち
へ

　

大
月
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券 　

　
市
と
大
月
市
商
工
会
は
、プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
発
売
に
合
わ
せ
、「
地
元
消
費
で
活
気
あ
る
ま
ち
へ
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
内
で
の
買
い
物
推
進
運
動
と
地
産
地
消
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

　
地
元
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
商
店
が
存
続
で
き
れ
ば
、
地
域
経
済
の
発
展
や
雇
用
の
場
の

確
保
に
つ
な
が
り
地
域
が
活
性
化
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
良
き
物
、
そ
し
て
、
若
い
力
に
よ
っ
て
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
物
な

ど
、
大
月
な
ら
で
は
の
独
自
商
品
を
も
う
一
度
見
直
し
、
市
内
で
買
い
物
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

販売予定

17,000 セット商
品
券
の
販
売
期
間
は 　

６
月
18
日
（
木
）
〜
売
り
切
れ
次
第
終
了　

※
有
効
期
間
は
６
月
18
日
（
木
）
〜
11
月
30
日
（
月
）
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【
人
口
対
策
】

・
昨
年
の
調
査
で
把
握
し
た
空
き
家
の

　
活
用
が
重
要
で
、
家
主
の
意
向
を
細

　
か
く
確
認
し
ま
す
。
ま
た
、
自
然
豊

　
か
な
場
所
で
の
生
活
を
望
む
方
が
い

　
ま
す
が
、
条
件
が
合
わ
ず
に
契
約
が

　
成
立
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

○
人
口
減
少
が
い
ろ
い
ろ
な
問
題
の
原

因
と
思
う
。
減
少
す
る
理
由
は
何
か
、

ど
ん
な
対
策
を
す
る
の
か
。（
賑
岡
）

Ａ
　
働
く
場
所
や
行
政
効
率
が
わ
る
い

地
形
な
ど
、
原
因
は
１
つ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
然
を
大
き
な
武
器
と
し
て
、

心
と
体
を
癒
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

○
市
を
訪
れ
る
方
の
た
め
に
、
空
き
家

の
別
荘
化
が
で
き
な
い
か
。（
大
月
）

Ａ
　
４
月
１
日
か
ら
空
き
家
の
助
成
金

制
度
を
定
め
ま
し
た
。
所
有
者
の
意
思

を
確
認
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
空

き
家
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

モ
デ
ル
的
な
地
域
を
決
め
、
対
策
を
始

め
る
の
も
有
効
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

○
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
資
料
に
よ
る

と
「
売
買
が
成
立
し
た
場
合
」
と
あ
る

が
、「
賃
貸
」は
対
象
外
な
の
か
。
ま
た
、

大
変
良
い
制
度
だ
と
思
う
の
で
、
良
く

市
民
に
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
賃
貸
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

す
で
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
活
性
化
】

「
過
疎
集
落
等
活
性
化
事
業
」
の
現
状

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
市
長
）

Ａ
　
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
、
特
産

品
を
つ
く
ろ
う
と
遊
休
地
を
借
り
山
菜

な
ど
を
植
え
た
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
発
足
さ
せ
、
植
え
た
も
の
の
管
理
や

直
売
所
の
運
営
な
ど
、
本
格
的
に
活
動

し
て
い
く
。（
笹
子
）

○
市
外
か
ら
転
入
し
た
方
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
っ
て
ほ
し
い
。（
真
木
）

Ａ
　
貴
重
な
意
見
で
す
。
以
前
、
転
入

し
て
き
た
30
名
の
芸
術
家
の
方
と
話
し

を
し
、
な
ぜ
大
月
に
来
た
の
か
と
聞
い

た
と
こ
ろ
、
①
大
月
に
特
急
が
止
ま
り
、

電
車
１
本
で
都
内
に
行
け
る
。
②
周
り

に
人
が
い
な
く
て
、
の
び
の
び
と
自
然

を
堪
能
し
自
分
の
好
き
な
こ
と
が
で
き

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

○
首
都
圏
に
近
い
が
、
魅
力
が
な
い
と

人
が
来
な
い
と
思
う
。（
真
木
）

Ａ
　
大
月
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、

富
士
山
も
見
え
ま
す
の
で
、
住
ん
で
い

る
方
が
そ
の
良
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
慣
れ
て
、当
た
り
前
に
な
っ

て
い
る
状
況
や
考
え
を
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
主
な
話
題
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
説
明
と
質
疑

【
雇
用
対
策
】

・
地
域
に
根
差
し
た
企
業
の
バ
ッ
ク

　
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
企

　
業
が
永
く
続
く
よ
う
な
支
援
や
情
報

　
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。

・
通
勤
の
利
便
性
を
高
め
、
住
み
や
す

　
い
環
境
の
整
備
も
必
要
で
す
。

○
働
く
場
の
確
保
と
し
て
、
介
護
特
区

や
遊
休
農
地
の
活
用
を
。（
富
浜
）

Ａ
　
特
例
制
度
を
活
用
し
て
、
介
護
施

設
へ
の
入
居
を
待
つ
都
会
の
方
を
受
け

入
れ
れ
ば
、
雇
用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
エ
コ
の
里
、
久
保
（
猿
橋
町
）、

駒
宮
（
七
保
町
）
な
ど
、
さ
ら
に
優
良

農
地
化
に
取
り
組
み
、
中
に
は
農
業
法

人
の
参
入
の
話
が
進
ん
で
い
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。

○
小
さ
な
企
業
や
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
を

誘
致
し
て
は
。（
猿
橋
）

Ａ
　
大
企
業
の
撤
退
で
苦
労
す
る
自
治

体
が
あ
り
ま
す
。
医
療
や
介
護
な
ど
、

世
界
の
市
場
に
対
応
で
き
る
企
業
や
特

養
ホ
ー
ム
の
誘
致
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
東
部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
】

・
大
月
、
都
留
、
上
野
原
の
３
市
が
共

　
同
で
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
１
１
９
番
通
報
を
一
括
し
て
受
け
ら

　
れ
る
体
制
と
な
り
、
設
備
的
に
も
人

　
的
に
も
充
実
し
、
効
率
的
な
も
の
と

　
な
り
ま
し
た
。

【
市
立
中
央
病
院
】

・
建
設
事
業
が
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
中
身
を
充
実
し
、
市
民
の
皆

　
さ
ん
の
拠
り
所
と
な
る
よ
う
努
力
し

　
て
い
き
ま
す
。
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市
政
協
力
委
員
長
委
嘱
式
と

市
長
と
の
対
話
を
開
催
し
ま
し
た

　

４
月
20
日
（
月
）

　
　
　
21
日
（
火
）

　
　
　
22
日
（
水
）

　
　
　
23
日
（
木
）

　
　
　
24
日
（
金
）

　
　
　
25
日
（
土
）

　
　
　
　
　 

　
　
　
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
27
日
（
月
）

・
笹
子
公
民
館

・
初
狩
公
民
館

・
真
木
公
民
館

・
瀬
戸
公
民
館

・
富
浜
公
民
館

・
七
保
公
民
館

・
猿
橋
公
民
館

・
賑
岡
公
民
館

・
大
月
公
民
館

・
梁
川
公
民
館

　
主
な
市
政
の
動
き

■
市
政
協
力
委
員
長
委
嘱
式

　

退
任
さ
れ
た
市
政
協
力
委
員
長
や
区

長
さ
ん
に
、感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

大
変
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
く
就
任
さ
れ
た
方
々
に

は
委
嘱
状
を
お
渡
し
し
、
市
民
と
行
政

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。

●
市
長
の
説
明

　
人
口
減
少
の
流
れ
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
必
要
で
、
自
然
環
境
を
活
か
し
、

都
会
と
の
交
流
を
深
め「
大
月
の
魅
力
」

を
感
じ
て
も
ら
う
施
策
を
進
め
ま
す
。

　
皆
さ
ん
と
と
も
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
方
創

生
の
大
き
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
聞
く
中
で
、
情
報
の
共
有

に
努
め「
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
何
が
、
ど
の
よ
う
に
、

ど
う
な
れ
ば
」良
く
な
っ
て
い
く
の
か
、

地
域
の
こ
と
を
一
歩
踏
み
込
ん
で
話
し

合
え
る
よ
う
、
ま
た
「
課
題
や
特
色
」

を
互
い
に
再
認
識
し「
元
気
な
大
月
市
」

と
な
る
よ
う
に
10
地
区
の
公
民
館
を
単

■
市
長
と
の
対
話

日
程
・
主
な
対
象
地
域

【
人
口
対
策
・
地
域
活
性
化
】

・
市
で
は
、「
大
月
み
ら
い
協
議
会
」「
人

　
口
減
少
問
題
研
究
会
」「
大
月
市
生

　
き
が
い
創
生
委
員
会
」が
設
置
さ
れ
、

　
市
民
・
議
会
・
行
政
が
あ
ら
ゆ
る
視

　
点
で
、
人
口
問
題
と
地
域
活
性
化
対

　
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

・
昨
年
12
月
に
、
職
員
に
よ
る
「
空
き

　
家
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
地
域
循
環
型
の
消
費
を
喚
起
す
る
た

　
め
、
国
の
生
活
支
援
の
交
付
金
を
活

　
用
し
、
６
月
に
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

　
品
券
」
を
販
売
し
ま
す
。

・
４
月
に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と

　
し
て
、
２
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
新

　
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
、
既
存
資
源

　
の
活
用
な
ど
、
観
光
振
興
に
新
た
な

　
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期

　
待
し
て
い
ま
す
。

【
教
育
】

・
教
育
支
援
室
を
新
た
に
設
置
し
ま
し

　
た
。
ふ
る
さ
と
教
育
を
さ
ら
に
推
進

　
し
、
教
育
相
談
、
教
員
や
児
童
生
徒
、

　
保
護
者
へ
の
指
導
・
助
言
、
学
習
支

　
援
、
就
学
指
導
、
地
域
と
連
携
し
た

　
取
り
組
み
の
強
化
な
ど
、
教
育
力
の

　
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
図
書
館
は
、
想
像
力
や
思
考
力
、
判

　
断
力
、
創
造
性
を
培
い
、
児
童
の
情

　
操
を
育
み
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し

　
て
重
要
で
、
４
月
か
ら
絵
本
作
家
の

　
仁
科
幸
子
氏
を
館
長
に
任
命
し
ま
し

　
た
。

【
自
然
環
境
】

・
自
然
環
境
の
保
全
や
整
備
が
も
た
ら

　
す
重
要
性
を
国
と
中
・
下
流
域
の
市

　
町
村
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
相
模

　
川
や
多
摩
川
の
上
流
域
と
な
る
富
士

　
東
部
地
域
の
市
町
村
と
山
梨
県
が
、

　「
広
域
的
な
協
議
会
」
の
設
立
を
目

　
指
し
て
い
ま
す
。

位
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
民
館
を
通
じ
、
各
地
区
か

ら
事
前
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
話
題

を
基
に
進
め
ま
し
た
。
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ま
と
め

【
道
路
整
備
】

・
大
月
バ
イ
パ
ス
工
事
に
、
今
年
度
16

　
億
５
千
万
円
ほ
ど
の
予
算
が
付
き
、

　
平
成
30
年
が
完
成
予
定
で
す
。

・
初
狩
地
区
の
狭
い
道
路
問
題
を
解
決

　
す
る
た
め
、
初
狩
バ
イ
パ
ス
調
査
費

　
が
付
き
ま
し
た
。
ま
た
、
笹
子
ト
ン

　
ネ
ル
は
老
朽
化
に
伴
う
調
査
が
実
施

　
さ
れ
ま
し
た
。
国
道
20
号
の
利
便
性

　
が
高
ま
れ
ば
、
流
通
の
面
で
プ
ラ
ス

　
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

・
小
仏
ト
ン
ネ
ル
の
３
車
線
化
が
検
討

　
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
会
と
の
交
流
が

　
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
く
の
で

　
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

【
市
立
中
央
病
院
】

・
病
院
建
設
は
、
多
く
の
市
民
の
方
が

　
望
み
、
大
き
い
投
資
で
し
た
が
、
有

　
利
な
国
の
補
助
を
使
う
こ
と
が
で

　

　
き
、
３
月
１
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。

・
待
ち
時
間
の
短
縮
対
策
で
、
医
師
の

　
事
務
補
助
員
を
配
置
し
、
さ
ら
な
る

　
対
策
を
行
い
ま
す
。

・
市
内
の
開
業
医
と
連
携
し
、
効
率
の

　
良
い
医
療
を
目
指
し
ま
す
。

・
医
師
が
ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
が
、

　
良
い
先
生
が
い
ま
す
。

○
白
内
障
の
手
術
で
は
、
優
秀
な
医
師

が
担
当
し
て
く
れ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
東
京

の
病
院
に
行
く
必
要
は
な
い
。
皆
さ
ん

に
も
使
っ
て
ほ
し
い
。（
初
狩
）

Ａ
　
市
民
の
方
が
他
の
病
院
を
利
用
す

る
と
赤
字
が
増
え
、
そ
れ
を
ま
た
市
民

が
負
担
す
る
悪
循
環
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
の
声
掛
け
運
動
で
、
病
院
を
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
何
の
説
明
も
な
く
待
た
さ
れ
る
と
不

安
に
な
る
。
早
く
診
察
す
る
だ
け
が

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
。
患
者
が
安
心
し

て
待
て
る
対
応
を
。（
大
月
）

Ａ
　
待
つ
時
間
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
重
要

な
改
善
事
項
と
捉
え
て
院
内
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
貴
重
な
意
見
と
し

て
、情
報
を
共
有
し
対
策
を
進
め
ま
す
。

○
ハ
ー
ド
面
が
充
実
し
、
今
後
は
ソ
フ

ト
面
の
充
実
が
課
題
に
な
る
と
い
う
こ

と
。
口
コ
ミ
で
信
頼
が
広
が
る
こ
と
も

あ
る
と
思
う
。
市
民
が
病
院
の
応
援
団

に
な
る
こ
と
が
大
事
で
す
。（
大
月
）

【
安
心
安
全
】

・
宿
泊
の
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、

　
地
域
防
災
力
の
向
上
の
た
め
、
防
災

　
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

・
組
織
力
強
化
の
た
め
、
猿
橋
町
の
伊

　
良
原
を
モ
デ
ル
地
区
と
考
え
て
い
ま

　
す
。

○
市
内
全
地
区
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
を
。

（
富
浜
）

Ａ
　
全
分
館
へ
の
設
置
は
無
理
で
す

が
、
設
置
済
み
の
公
共
施
設
や
企
業
な

ど
、
40
か
所
の
公
開
を
検
討
し
、
早

い
対
応
が
取
れ
る
よ
う
目
指
し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

○
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

高
齢
者
学
級
、
老
人
大
学
な
ど
、
市
の

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
も
う
少
し
連
携

が
取
れ
れ
ば
。（
大
月
）

Ａ
　「
健
康
で
長
生
き
」
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
連
携
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
り
は
重
要
で
す
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
は
、
地
域

で
世
代
間
の
つ
な
が
り
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
、
情
報
交
換
を
通
じ

て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
、
生
き
残

る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ま
た
、
自
然
が
大
月
の
大
き
な
武
器

に
な
り
ま
す
。「
世
代
間
が
助
け
合
い
、

温
か
い
心
で
お
互
い
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
心
と
体
が
癒
さ
れ
る
」
ま
ち
づ
く

り
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
に
よ
り
、
首
都
圏
と
の
交
流
も

深
ま
り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
合
　
秘
書
広
報
課
　
広
聴
広
報
担
当

　
　
　
　
　
　
　

　
　
☎
(23)
８
０
０
５

政
策
に
関
す
る
こ
と

　
　
　
企
画
財
政
課
　
企
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(23)
８
０
１
１
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【
学
校
の
適
正
配
置
・
跡
地
利
用
】

・
小
中
学
校
適
正
配
置
審
議
会
か
ら
平

　
成
18
年
３
月
に
答
申
を
受
け
、
実
施

　
計
画
を
策
定
し
、
平
成
18
年
か
ら
19

　
年
に
か
け
て
、
当
時
の
小
学
校
区
単

　
位
に
説
明
会
を
２
回
行
い
ま
し
た
。

・
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、

　
統
合
２
年
前
か
ら
保
護
者
や
関
係
す

　
る
地
域
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
て
い
ま

　
す
。

・
児
童
、
生
徒
が
安
全
で
安
心
し
て
学

　
べ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
市
内
の

　
す
べ
て
の
校
舎
等
耐
震
化
事
業
が
、

　
来
年
３
月
ま
で
に
完
了
し
ま
す
。

・
統
合
前
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校

　
間
交
流
を
行
い
、
新
し
い
環
境
に
な

　
じ
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
環
境
を
作
っ

て
や
り
た
い
。
地
域
の
学
校
に
対
す
る

気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い
。
１
人
で
も

子
ど
も
が
増
え
る
よ
う
な
対
策
に
期
待

す
る
。（
初
狩
）

Ａ
　
教
育
現
場
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
努
力

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
家
庭
と
学
校
、

社
会
が
一
体
と
な
る
た
め
、「
教
育
支

援
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
自
然
豊
か

な
大
月
で
子
育
て
を
し
た
い
と
い
う
流

れ
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
教
育
の
中
身
の
充
実
を
。（
富
浜
）

Ａ
　
教
育
支
援
室
の
設
置
や
図
書
館
の

強
化
は
、
教
育
の
充
実
に
つ
な
が
り
ま

す
。
適
正
配
置
に
よ
り
、
国
と
県
の
経

費
を
抑
制
し
た
の
で
、
国
県
に
さ
ら
な

る
教
育
の
充
実
を
働
き
か
け
て
い
ま

す
。

○
学
校
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
。（
賑

岡
）

Ａ
　
適
正
配
置
に
目
途
が
つ
い
た
段
階

で
、
地
元
に
「
検
討
委
員
会
」
を
つ

く
っ
て
も
ら
い
、
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
る
利
用
方
法
を
地
域
と
一
緒
に
考
え

ま
す
。

【
大
月
短
期
大
学
の
状
況
】

・
経
済
科
の
み
の
短
大
で
あ
り
ま
す
が
、

　
日
本
全
国
か
ら
２
学
年
で
４
３
２
名

　
の
学
生
が
来
て
い
て
、
地
域
の
行
事

　
に
参
加
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

　
て
い
ま
す
。

・
編
入
率
や
就
職
率
が
高
い
実
績
は
高

　
校
な
ど
か
ら
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。

・
平
成
28
年
度
か
ら
は
、新
た
に
「
コ
ー

　
ス
選
択
制
」
を
導
入
す
る
な
ど
、
授

　
業
内
容
を
変
更
し
、
な
お
一
層
き
め

　
細
か
い
対
応
を
行
い
ま
す
。

○
英
語
学
科
な
ど
新
し
い
学
科
を
つ
く

り
、
学
生
を
増
や
し
て
は
。（
富
浜
）

Ａ
　
学
科
の
増
設
に
は
、
教
員
の
確
保

や
校
舎
の
増
設
が
必
要
に
な
る
た
め
、

現
在
の
経
済
科
単
科
を
維
持
し
、
内
容

の
強
化
を
図
り
、
足
元
の
固
い
経
営
を

し
て
い
き
ま
す
。

【
大
月
駅
北
側
の
活
用
】

・
４
万
㎡
の
民
有
地
が
空
き
地
と
な
っ

　
て
い
て
、
民
間
活
力
導
入
の
話
が
進

　
み
始
め
ま
し
た
。

・
商
業
施
設
な
ど
、
雇
用
に
つ
な
が
る

　
土
地
で
も
あ
り
、
都
会
の
人
を
迎
え

　
る
な
ど
、市
の
要
と
な
る
場
所
で
す
。

・
活
用
に
は
、
道
路
整
備
が
必
要
で
あ

　
り
、
２
路
線
（
高
月
橋
へ
つ
な
が
る

　
路
線
、
南
北
を
つ
な
ぐ
道
路
）
を
試

　
算
す
る
と
、
ど
ち
ら
も
約
15
億
円
か

　
か
り
ま
す
。
整
備
に
よ
る
経
済
効
果

　
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

・
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
、
こ
の
地

　
域
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
土
地
利
用

　
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
笹
子
地
区
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
】

・
平
成
29
年
度
か
ら
発
電
が
開
始
さ
れ
、

　
発
電
出
力
は
、
１
万
４
千
キ
ロ
ワ
ッ

　
ト
の
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
環
境
に
優
し
く
、
間
伐
材
や
枝
葉
、

　
庭
木
な
ど
を
燃
料
と
し
て
使
用
す
る

　
循
環
型
の
施
設
で
す
。

・
地
域
雇
用
を
優
先
す
る
こ
と
と
な
っ

　
て
い
ま
す
。

○
燃
料
に
産
業
廃
棄
物
は
入
ら
な
い

か
。（
笹
子
）

Ａ
　
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
あ
り
、
報
告
が

義
務
付
け
ら
れ
、
仮
に
混
入
す
れ
ば
、

数
値
と
し
て
現
わ
れ
ま
す
。

○
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
こ
の
辺
の
杉
や

ヒ
ノ
キ
は
使
用
で
き
る
の
か
。（
瀬
戸
）

Ａ
　
地
元
材
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
山
の
対
策
も
含
め
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
ん
で
い
る
桂
川
の

落
差
を
活
用
で
き
な
い
か
。（
梁
川
）

Ａ
　
貴
重
な
意
見
で
す
。
大
月
に
は
揚

水
式
発
電
や
水
力
発
電
が
あ
り
、
さ
ら

に
循
環
型
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が
稼
働

予
定
で
す
。
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☆
ご
家
庭
で
目
の
届
く
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
看
護
師
募
集
中
で
す
。
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●受付時間　平　日　午前８時 30 分～ 11 時 30 分
　　　　　　　　　　午後１時 30 分～３時 30 分
　　　　　　土曜日　午前８時 30 分～ 11 時
●休診日　　日曜日・祝日・祭日
●問　合　　医療連携担当　☎ (22) １２５１　　

★休診のお知らせ　【内科（呼吸器）】26日（金）　【内科（メンタルヘルスケア・禁煙外来）】2日（火）

　　　　　　　　【婦人科】2日（火）・30日（火）午前　【眼科】5日（金）午後

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

内 科

予 約 外 診 療 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

総 合 診 療 ● ●

呼 吸 器 ● ● ● ● ● ● ●  　 ●

循 環 器  ● ● ● ●
●

（予約）
●

消 化 器 ● ● ● ●

脳 ・ 神 経  ● ● ● ● ● ●

腎・ 高 血 圧 ● ● #2 ● #2

血 液 第１・３診療あり ● ● ● ●

内 分 泌
代 　 謝

●

糖 尿 病 ● ●

メ ン タ ル
ヘ ル ス ケ ア
・ 禁 煙 外 来

● 　

小 児 科 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

外 科 ● ● ● ● ●＃１

整 形 外 科 ● ● ● ●

脳 神 経 外 科 ● ●

泌 尿 器 科 ● ● ● ●

婦 人 科 ● ● ● ●

眼 科 ● ● ● ● ● ●

耳 鼻 咽 喉 科 ● ● ● ●

皮 膚 科 ●

放 射 線 科 ● ●

内 視 鏡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

※診療予定が変更になる場合がありますので、受付（初診窓口）にお問い合わせください。

市立中央病院　６月　診療予定表

#1：第３は午後診療のみ　　#2：第 2は午前のみ・第 4は診察なし　

お知らせ
内科 脳・神経内科は、５月から水曜日の診察も始めました。
小児科 院内での感染防止のため、予防接種優先時間帯（月～金曜日の午後１時30分～２時）があります。
耳鼻咽喉科 ４月より診療時間が変更になっています。火、土曜日：午前のみ　金曜日：午前・午後
予防接種 各種の予防接種については、お問い合わせください。（詳細は、医事担当まで）

★診療開始・受付終了時間の変更
【眼科】  3 日（水）・10 日（水）
　　　　診療開始　午前 10 時～
　　　　受付終了　午前 10 時 30 分
　※午後は、通常どおり診察します。
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信頼し愛！支え愛！

中央病院情報　ｖｏｌ．２２

　　　つらくない「内視鏡検査」

　内視鏡検査は、「つらい」というイメージや検査で痛みを経験したことで苦手だと感じて

いる方もいると思います。患者さんに「我慢してもらう」ことで検査を行ってきた病院も少

なくなく、敬遠されています。

　中央病院では、気軽に、安心して検査を受けてもらえるよう新棟に内視鏡センターを設け

「つらくない」内視鏡検査を実践しています。

○気軽にご相談ください。

ーそれが、これからの病院ー

　　　市民の善意でお迎え

　市民の有志の方々が、「和やかな気持ちになっていただければ」

との思いで、駐車場に花を飾り、水やりなどのお世話を毎日して

くださっています。

　たくさんの皆さんに支えられています。

○きれいな花が飾られています。

　最近、医療具感染症が問題となっていますが、当センター

では最新の内視鏡洗浄器を使用しています。

　また、リラックスしてお待ちいただける待合室や検査後に

観察室となるスペースも広々とした空間になっています。

　内視鏡検査は病気の早期発見、早期治療を目指す検査です。

症状が軽いうちに検査を受け、定期的に検査を受けていくこ

とが何よりも大事なことです。

　本市では住民健診と連携し、健診後のフォローも積極的に行っていますので、ご希望の方

は、保健介護課健康増進担当にお問い合わせください。☎ (23) ８０３８

　検査だけでなくポリープ切除などの治療も行うことができ、従来の内視鏡では治療が難し

かった病気も治せるようになってきています。中央病院でも経験豊富な医師により、さまざ

まな疾患治療に取り組んでいます。

○希望される方は鎮静剤の注射をしてから検査（住民健診は除く）

　　少しぼーっとした状態（浅い鎮静）から、ほぼ眠っている状態（深い鎮静）まで、希望

　にあわせて調節します。

○鼻から内視鏡を入れる経鼻内視鏡

　　内視鏡が舌のつけねを通らず、のどにも触れないので不快や吐き気を感じにくい検査方

　法です。検査後に、仕事に戻らないといけない方、車の運転をしなければならない方など

　におすすめです。
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①
政
治
家
の
寄
附
の
禁
止

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
に
な
ろ

う
と
す
る
者
、
現
に
公
職
に
あ
る
者
）

は
、
寄
附
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

例
　
お
歳
暮
や
お
中
元
、
祭
り
の
寄

　
　
附
な
ど

②
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

有
権
者
が
威
迫
し
て
、
あ
る
い
は
政

治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
附
を
求
め

る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の

　
　
　
　
　
　
　
寄
附
の
禁
止

政
治
家
が
役
職
員
や
構
成
員
で
あ
る

団
体
が
、
政
治
家
の
氏
名
を
表
示
し

て
選
挙
に
関
し
寄
附
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
で
信
頼
で
き
る

代
表
者
を
選
び
ま
し
ょ
う
！

④
後
援
団
体
の
寄
附
の
禁
止 

後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）
が

花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
な
ど
を

出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

⑤
年
賀
状
等
の

　
　
　
　
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ

状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る

　
　
　
　
　
有
料
広
告
の
禁
止

政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の
あ
い

さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

※
①
②
③
④
⑥
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ

　
る
と
、
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な

　
り
ま
す
。

投
票
区

投
票
区
の
区
域

投
票
所

１

白
野 

原 

吉
久
保

笹
子
公
民
館
原
分
館

２

ア
ミ
ダ
海 

黒
野
田 

追
分

笹
子
公
民
館
（
出
張
所
）

３

下
初
狩
１
・
２

西
部
農
村
集
会
所

４

藤
沢

初
狩
公
民
館
藤
沢
分
館

５

側
子 

丸
田

西
部
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

６

神
戸 

立
河
原

初
狩
公
民
館
神
戸
分
館

７

浅
利 

西
奥
山 

浅
利
住
宅

市
営
浅
利
団
地
集
会
場

８

強
瀬 

石
動
団
地

賑
岡
公
民
館
強
瀬
分
館

９

岩
殿 

神
倉 

ゆ
り
ケ
丘

賑
岡
公
民
館
ゆ
り
ケ
丘
分
館

10

下
畑
倉 

上
畑
倉 

日
影 

東
奥
山

賑
岡
公
民
館

11

大
月
１
・
２
・
３
丁
目 

沢
井

大
月
東
小
学
校

12

御
太
刀
１
・
２
丁
目 

駒
橋
１
・
２
・
３
丁
目

大
月
短
期
大
学

13

下
花
咲
１
・
２ 

上
花
咲 

富
士
見
台

大
月
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

14

前
沢 

青
木
原 

久
保 

小
佐
野
１
・
２

真
木
公
民
館
下
真
木
分
館

15

上
真
木 

沢
中 

下
原

真
木
公
民
館

16

間
明
野 

桑
西 

恵
能
野

間
明
野
集
会
所

17

下
和
田
１
〜
５ 

行
原

七
保
公
民
館
下
和
田
分
館

18

大
島 

葛
野
１
・
２
・
３

七
保
小
学
校

19

林 

田
無
瀬 

瀬
戸
１

大
月
市
役
所
七
保
出
張
所

20

奈
良
子
１
・
２

旧
奈
良
子
保
育
所

21

瀬
戸
２
〜
４ 

駒
宮

旧
瀬
戸
小
学
校
体
育
館

22

上
和
田 

小
金
沢

旧
上
和
田
小
学
校

23

浅
川
１
・
２ 

下
浅
川

浅
川
集
会
所

24

猿
橋
町
（
25
〜
28
投
票
所
、
小
篠
を
除
く
）

猿
橋
公
民
館

25

殿
上
１
〜
６ 

桂
台
１
・
２
・
３
丁
目

猿
橋
公
民
館
殿
上
分
館

26

伊
良
原 

四
季
の
丘 

天
神
森 

恋
路
団
地

猿
橋
小
学
校

27

津
成 

太
田 

久
保 

小
田(

恋
路
団
地
を
除
く)

猿
橋
公
民
館
藤
崎
分
館

28

小
沢 

朝
日
小
沢 

幡
野 

田
中

猿
橋
公
民
館
小
沢
分
館

29

小
篠 

下
畑

小
篠
振
興
舎

30

富
浜
町
（
31
〜
34
投
票
区
を
除
く
）

鳥
沢
小
学
校

31

堀
の
内

遠
堀
集
い
の
家

32

山
谷 

中
野

中
野
集
会
所

33

宮
谷

宮
谷
集
会
所

34

小
向 

袴
着

富
浜
公
民
館
小
向
袴
着
分
館

35

梁
川
町
（
下
畑
を
除
く
）

梁
川
公
民
館
（
出
張
所
）

◆
投
票
所
施
設
一
覧
表
　
※
投
票
所
入
場
券
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

●
買
収
、
供
応
、
義
理
人
情
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
意
思
と
判
断

　
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

●
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
政
治
家
の
寄
附
は
禁
止
！
　
有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
月
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
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●
告
示
・
立
候
補
届
出
受
付

　
６
月
28
日
（
日
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
市
役
所
３
階
委
員
会
室

●
投
票
日

　
７
月
５
日
（
日
）

　
　
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

●
投
票
で
き
る
方

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

①
平
成
27
年
３
月
27
日
以
前
（
転
入
届

　
を
し
た
日
）
か
ら
引
き
続
き
大
月
市

　
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

　
方
（
住
所
要
件
）

②
平
成
７
年
７
月
６
日
以
前
に
出
生
し

　
た
方
（
年
齢
要
件
）

③
大
月
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方

●
投
票
で
き
な
い
方

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
が
終
わ
ら
な
い
方

・
選
挙
犯
罪
等
に
よ
り
公
民
権
を
停
止

さ
れ
て
い
る
方

●
転
入
し
た
場
合

・
平
成
27
年
３
月
28
日
以
降
に
本
市
へ

転
入
し
た
方
は
、
本
市
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
な
い
た
め
、
投
票
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
市
外
へ
転
出
し
た
場
合

・
大
月
市
長
と
大
月
市
議
会
議
員
の
選

挙
で
す
の
で
、
市
外
へ
転
出
す
る
と
同

時
に
選
挙
権
が
な
く
な
り
、
入
場
券
が

あ
っ
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

●
市
内
に
転
居
し
た
場
合

・
平
成
27
年
６
月
19
日
以
降
に
市
内
転

居
を
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所

で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
投
票
所
入
場
券

・
入
場
券
は
、
大
切
に
保
管
し
、
投
票

所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
忘
れ
た
場

合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

・
入
場
券
を
な
く
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
投
票
を
棄
権
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
入
場
券
が
届
か
な
い
な
ど
、
ご
不
明

な
点
が
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
投
票
所
入
場
券
は
、
６
月
26
日
に
発

　
送
す
る
予
定
で
す

●
期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
見
込
み
の
方
は
、
期
日
前

投
票
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

　
６
月
29
日（
月
）〜
７
月
４
日（
土
）

時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所

　
市
役
所
１
階

　
期
日
前
投
票
所

※
投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
方
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
在
者
投
票

　
指
定
を
受
け
た
病
院
な
ど
の
施
設

や
、
旅
行
（
滞
在
）
先
の
市
区
町
村
選

挙
管
理
委
員
会
で
も
不
在
者
投
票
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
月
５
日
（
日
）
は
、
投
票
日

　
大
月
市
長
選
挙
・
大
月
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
方
、
介
護
保
険
被
保
険

者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
「
要
介
護

５
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
は
、
必
要

な
手
続
き
を
す
れ
ば
郵
便
な
ど
に
よ
る

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
開
票

　
７
月
５
日
（
日
）

  

　
午
後
９
時
15
分
〜

　
大
月
東
小
学
校
屋
内
運
動
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
体
育
館
）

◎
参
観
人

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

が
参
観
で
き
、
会
場
の
都
合
に
よ
り
、

１
０
０
人
ま
で
と
な
り
ま
す
。
半
数
程

度
は
、
候
補
者
等
へ
事
前
に
配
付
し
、

一
般
参
観
人
は
、
当
日
、
先
着
順
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
参
観
人
の
受
付
は
、
午
後
８

時
50
分
か
ら
会
場
の
正
面
入
口
で
行
い

ま
す
。
参
観
さ
れ
る
方
は
、
開
票
所
の

秩
序
保
持
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
　
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(23)
８
０
４
２
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市長への手紙

対応している状況をお知らせします。

問合　秘書広報課　広聴広報担当　☎ (23)８００５

　手紙は、市長が直接拝見した上で各課に指示し、市政運営に役立てています。

　今回は、回答を済ませたものや市民の皆さんに知ってほしいことなどを概要でお伝えしま

す。

　今後も「大月市が元気になるような、皆さんからの建設的な提案や意見など」をお待ちし

ています。

○指導者を育成し、介護予防のための健康教室

を行っては。

　市では高齢者を支えるため、医療、介護、地

域などの代表者による「地域包括ケア推進会議」

を立ち上げました。今年度は、具体的な検討を

ワーキンググループの中で行います。

○何か、市のこれ一番（物・場所）を考えては。

　日本一、特産品などとして「大月のツキで運

が付く物の考案」「ウコン入り饅頭」「都会から

の日帰りドライブコース（ダム、自然見学）」「猿

橋も見るだけではなく工夫を」などの提案があ

りました。

○冬の前に大月駅公衆トイレを暖房便座に。

　経費により当初は見送りましたが、暖房便座に変更します。

○募集要件とは違う臨時的任用職員が採用されているのでは。

　面接を行ったうえで、前向きな方を選考していますが、定員に達しなかった場合は、市民

サービスの提供に影響がでることから、経験者へのお願い（要件緩和）によって対応してい

ます。

○カビの一種である桜の木のてんぐ巣病予防は。

　広報誌で影響と対策を周知し、市の管理地も枝打ちの対応をします。

○市立中央病院の透析室（透析中）でラジオが聞けるように。

　電波調査の結果、電波の増幅装置は他の機器に影響がないことがわかりましたので、速や

かに対応します。

手紙の用紙は、広報４月号に
綴じ込んであります。

イメージ
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笹
子
財
産
区

　
佐さ

と

う藤
憲け

ん
い
ち一

　
小こ

ば
や
し林

　
隆

た
か
し

　
奈な

ら良
　
薫

か
お
る

　
天あ

ま

の野
　
一

は
じ
め

　
天あ

ま

の野
富と

み

お雄
　
天あ

ま

の野
惠え

い
い
ち一

　
石い

し

い井
嘉よ

し
ゆ
き幸

　
今

い
ま
い
ず
み
泉

　
仁

ひ
と
し

　
天あ

ま

の野
芳よ

し

お雄

　
天あ

ま

の野
　
茂

し
げ
る

財
産
区
と
は
…

　
旧
町
村
が
所
有
し
て
い
た
山
林

原
野
な
ど
の
財
産
や
公
の
施
設

を
、
市
制
施
行
後
も
引
き
続
き
旧

町
村
単
位
で
所
有
し
、
管
理
し
て

い
る
団
体
で
す
。

　
財
産
区
は
、
地
方
自
治
法
第
３

編
第
４
章
の
規
定
に
よ
る
特
別
地

方
公
共
団
体
の
一
種
で
、
執
行
機

関
は
市
長
、
議
決
機
関
は
財
産
区

議
会
で
す
。
財
産
区
の
事
務
は
市

の
職
員
が
補
助
執
行
し
、
会
計
事

務
は
市
の
会
計
管
理
者
が
行
っ
て

い
ま
す
。

　
財
産
区
議
会
議
員
の
被
選
挙
権

は
、
３
か
月
以
上
前
か
ら
財
産
区

の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
、
年
齢

満
25
才
以
上
の
方
で
、
議
員
の
任

期
は
４
年
で
す
。

大
月
市
各
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果

　
５
月
12
日
に
告
示
さ
れ
、
無
投
票
で
次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。
19
日
に
は
、
鈴
木
紀
男
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
か
ら

当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

初
狩
財
産
区

　
小こ
ば
や
し林
義よ

し
の
ぶ信

　
小こ

ば
や
し林
福ふ

く
は
る治

　
中な

か

や谷
祐す

け

お夫

　
富と

み

た田
和か

ず

お夫
　
渡わ

た
な
べ邊
茂し

げ

お男
　
小こ

ば
や
し林
勝か

つ

み美

　
小お

が
さ
わ
ら

笠
原
一は

じ
め　

小お
が
さ
わ
ら

笠
原
文ふ

み

お雄
　

　
杉す

ぎ
も
と本
初は

つ

お男
　
三さ

え
ぐ
さ枝
正ま

さ
よ
し良

猿
橋
財
産
区

　
小こ

ば
や
し林
恒つ

ね

お雄
　
水み
ず
こ
し越
孝た
か
ゆ
き之

　
小お

ま

た俣
一か
ず
ゆ
き之

　
佐さ

と

う藤
喜よ

し
は
る春

　
藤ふ

じ
も
と本
益ま

す

ほ穗
　
畠

は
た
け
や
ま山
建け

ん

じ二

　
加か

と

う藤
京き

ょ
う
た
ろ
う

太
郎
　
鈴す

ず

き木
恒つ

ね

お雄

　
藤ふ

じ
も
と本
匡た

だ

し支

富
浜
財
産
区

　
山や

ま

だ田
秀ひ

で

お雄
　
佐さ

さ

き

々
木
利と

し
ゆ
き行

　
横よ

こ

た田
　
穰

ゆ
た
か

　
川か

わ
は
ら原
久ひ

さ
よ
し幸

　
石い

し

い井
盛せ

い
り
ゅ
う
柳

　
藤ふ

じ
も
と本
定さ

だ
は
る治

　
高た

か
は
し橋
弘ひ

ろ
な
が長

　
鈴す

ず

き木
圭け

い
い
ち一

　
安あ

ん
ど
う藤
勝か

つ
と
し利

　
加か

と

う藤
　
清

き
よ
し

梁
川
財
産
区

　
畠
は
た
け
や
ま山
一か

ず

み美
　
梶か

じ
わ
ら原
征ま

さ
か
つ勝

　
坂さ

か
も
と本
正ま

さ
よ
し義

　
森も

り

や屋
聖せ

い

じ治
　
上

か
み
じ
ょ
う條
一か

ず

み三

　
佐さ

さ

き

々
木
幸こ

う
ぞ
う三

　
柁か

じ
わ
ら原
清き

よ

し志

　
久く

し

ま嶋
延の

ぶ

お雄
　
萩は

ぎ
わ
ら原
新し

ん
い
ち一

　
久く

し

ま嶋
　
務

つ
と
む

上
花
咲
財
産
区

　
天あ

ま

の野
　
力

ち
か
ら

　
井い

の
う
え上

幸ゆ

き

お雄
　
井い

の
う
え上

太た

い

ち一

　
井い

の
う
え上
武た
け
じ
ろ
う

二
郎
　
渡わ
た
な
べ邊
忠た

だ

お夫

　
大お

お
つ
か塚

　
誠

ま
こ
と

　
星ほ

し

の野
富と

み

お夫
　
井い

の
う
え上
雅ま

さ
の
ぶ庸

駒
橋
財
産
区

　
関せ

き

ね根
悦え

つ

お夫
　
小こ

み

や宮
啓け

い

じ二
　
長お

さ

だ田
一か

ず
ゆ
き幸

　
藤ふ

じ
も
と本
二じ

ろ

う郎
　
村む

ら
か
み上
和か

ず

お雄
　
岩い

わ

た田
　
實

み
の
る

真
木
財
産
区

　
天あ

ま

の野
　
武

た
け
し

　
小お

だ田
　
茂

し
げ
る

　
後ご

と

う藤
貴た

か
ひ
ろ寛

　
多た

だ田
孝た

か
よ
し義

　
小こ

ば
や
し林
幹み

き

お夫
　
平ひ

ら

い井
喜よ

し
ゆ
き征

　
白し

ら

す須
三み

ち

お

千
男

　
和わ

だ田
廣ひ

ろ
ゆ
き行

下
花
咲
財
産
区

　
山や

ま
な
か中
善ぜ

ん
し
ろ
う

四
郎

　
金か

な
も
り森
正ま

さ

お男

　
飯い
い
じ
ま嶌
教の

り
は
る治

　
星ほ

し

の野
忠た

だ
あ
き昭

　
和わ

こ

う光
和か

ず

お夫

　
金か

な
も
り森
二ふ

た

お

タ
男

　

下
和
田
財
産
区

　
小こ

ば
や
し林
茂し

げ

お夫
　
西に

し
む
ろ室

　
充

み
つ
る

　
小お

ま

た俣
　
覚

さ
と
る

　
藤ふ

じ
も
と本
喜き

い

ち一
　
古こ

み見
芳よ

し

お夫
　
村む

ら
か
み上
敏と

し
ゆ
き幸

　
久く

め米
徳と

く

お男
　
鷹た

か
と
り取
洋ひ

ろ
ふ
み文

葛
野
財
産
区

　
渡わ

た
な
べ邊
政ま

さ
ひ
ろ廣

　
小こ

い
ず
み泉
滋し

げ

お雄
　
藤ふ

じ
も
と本
菊き

く

お男

　
小こ

ば
や
し林
正し

ょ
う
い
ち
一

　
小こ

ば
や
し林
郁い

く

お男

　
水み

ず
か
わ川
良り

ょ
う
い
ち
一

　
萩は

ぎ

の野
孝た

か
ひ
ろ廣

　
奈な

ら良
富と

み

お雄

奈
良
子
財
産
区

　
大お

お
た
か髙
光み

つ

お雄
　
浅あ

さ

の野
安や

す

お男
　
小こ

た

か髙
正ま

さ
ふ
み文

　
小こ

た

か髙
政ま

さ

お男
　
小こ

た

か髙
金か

ね
ひ
さ久

　
小こ

た

か髙
利と

し
ひ
こ彦

　
古ふ

る
さ
わ澤
重し

げ

お雄
　
棚た

な
も
と本
吉よ

し
ひ
こ彦

浅
川
財
産
区

　
安あ

ん
ど
う藤
典の

り

こ子
　
酒さ

か

い井
還げ

ん
じ
ょ
う
成
　
安あ

ん
ど
う藤
重し

げ
の
り代

　
小お

ま

た俣
富と

み

お男
　
白し

ら
と
り鳥

正し
ょ
う
ぞ
う

造
　
奥お

く
あ
き秋

政ま
さ
か
ず一

　
奥お

く
あ
き秋

　
聡
さ
と
し

　
安あ

ん
ど
う藤
幸さ

ち

こ子

大
月
財
産
区

　
伊い

な奈
　
達た

つ

　
山や

ま
ぐ
ち口
昭あ

き
ひ
ろ博

　
堀ほ

り

え江
義よ

し
ひ
さ久

　
井い

の
う
え上
光み

つ
の
り則

　
小こ

ば
や
し林
明あ

き
て
る照

　
小こ

ば
や
し林
益ま

す
ひ
ろ広

　
後ご

と

う藤
幸ゆ

き
か
ず和

　
和わ

だ田
好よ

し
み
つ光

　
正ま

さ

き木
藤ふ

じ
ひ
と仁

　
奥お

く
あ
き秋

　
明

あ
き
ら

　
相そ

う

ま馬
　
茂

し
げ
る

　
溝み

ぞ
ぐ
ち口

　
進

す
す
む

　
井い
の
う
え上

　
玲

あ
き
ら

　
森も
り

　
光み
つ
あ
き昭

　
奥お

く
あ
き秋
勇い

さ

お雄

　
星ほ

し

の野
　
寿
ひ
さ
し

（
届
出
順
・
敬
称
略
）
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児童手当現況届

児童手当を受給されている方は、提出が必要です。

問合　福祉課　子育て支援担当　☎ (23) ８０３２

　受給者の６月１日現在の状況を記載し、引き続き要件を満たしているかどうかを確認する

のが現況届です。５月末頃に「現況届」を郵送していますので、必ず期限までに提出してく

ださい。なお、提出しないと、６月以降、手当が受給できなくなる場合がありますので、ご

注意ください。　

提出期間　６月１日（月）～３０日（火）（土、日を除く）

　　　　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分

提出場所　福祉課子育て支援担当、または各出張所

提出書類　現況届（郵送したもの）、印鑑、受給者本人の健康保険証の写し（お子さんの

　　　　　保険証ではありません）

　　　　　　【本年 1月 1日時点で、本市に住所がなかった場合】

　　　　　　　・「平成２７年度所得（課税）証明書（児童手当用）」

　　　　　　　　　（１月１日時点で居住していた市区町村役場で取得してください。）

　　　　　　【お子さんが市外に住み、受給者と別居している場合】

　　　　　　　・お子さんの属する世帯全員の住民票 1通

※その他、状況によって必要となる書類などがあります。

　消費税率引き上げの影響を踏まえ、今年度も支給されることになりました。

対　　象　平成２７年６月分の児童手当（特例給付を除く）を受給される方

給 付 額　児童手当の対象となる児童１人につき３，０００円（１回限りの支給です）

申請方法　５月末頃に郵送した「児童手当現況届」が給付金の申請書を兼ねますので、「子育

　　　　　て世帯臨時特例給付金申請書 ( 請求書 )」欄へ記名押印して提出してください。

　　　　　※新たに６月分から児童手当の受給資格が生じた方には、別途通知します。

　　　　　※公務員の方には、勤務先から申請書が交付されますので、必要事項を記入のうえ、

　　　　　　勤務先の証明を受けて、９月１日（火）までに福祉課へ申請してください。

支給時期　１０月以降に支給（口座への振込）を予定

子育て世帯臨時特例給付金

平成２７年度も給付金が支給されます。

問合　福祉課　子育て支援担当　☎ (23) ８０３２

○制度に関する問合（厚生労働省の相談窓口）

　　☎０５７０－０３７－１９２
　　（平日の午前９時から午後６時まで）

広報おおつき 2015.0623

問合　消防課　消防団担当　☎ (22) ０１１９

大月市消防団

石井寛氏が消防団長に就任しました。

　４月から、消防団長、副

団長に就任した方を紹介し

ます。（敬称略）

　就任にあたって、石井団

長からは、「活動をとおし

て地域に密着した愛される

消防団を目指して、たゆま

ぬ努力をする」との決意が

述べられました。

◆副団長◆団長 ◆副団長

　井
いのうえ

上　光
みつのり

則
　（大月町真木）

　石
いしい

井　寛
ひろし

　（富浜町鳥沢）
　田

たしろ

代　八
はちろう

郎
　（猿橋町藤崎）

ストップ滞納！

納税を忘れていませんか。

問合　税務課　収納対策担当　☎ (23) ８０２０

※納期限内に納税できない方は、ご相談ください。

自動車を差押えた例

　滞納者が増えると、納税している方の負担が多く

なるので、税負担の公平性を欠くことになります。

　本市では、納税資力があるにもかかわらず、納付

に応じない滞納者に対しては、県地方税滞納整理推

進機構と共同で強制的に給与、不動産、自動車、預

貯金、生命保険などの財産を差押え、その財産を公

売などにより換価し、滞納税額に充てています。

　また、場合によっては、職員が滞納者宅等を訪問

して、財産を差押えて搬出し、公売することも行い

ます。

H25 年度 H26 年度
預貯金 34 29
生命保険 8 16
その他 43 19
計 85 64

差押え実績 （単位：件）

H25 年度 H26 年度
預貯金 4,974,898 3,658,751
生命保険 2,142,354 3,953,090
その他 2,589,478 1,124,110
計 9,706,730 8,735,951

換価実績 （単位：円）

　納期限までに税金が完納されない場合、納期限

の翌日から納付の日までの日数に応じ、税額に次

の割合を乗じて計算した延滞金を徴収します。　

①納期限の翌日から１か月を経過する日まで

　　　→ 年２．８％　（平成２７年）

②１か月を経過した日以降

　　　→ 年９．１％　（平成２７年）

（タイヤロックによる運行禁止措置）
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
　
集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相
　
談

暮らしの情報

有　料　広　告

第
32
回
か
が
り
火
市
民
祭
り

　
　
　
　
　
ラ
ッ
キ
ー
シ
テ
ィ
ー
ラ
ン

　
ツ
キ
を
呼
ぶ
お
お
ツ
キ
男
・
お
お
ツ

キ
女
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
３
時
30
分

費
用
　
高
校
生
以
上
　
２
，
０
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生
　
１
，
０
０
０
円

定
員
　
12
名
（
先
着
順
）

内
容

　
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
応
急
手
当

の
重
要
性
、
心
肺
蘇
生
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
法
、
異
物
除
去
、
止
血
法
）

費
用
　
無
料

持
物
　
運
動
で
き
る
服
装
、
筆
記
用
具

申
込
期
限
　
６
月
27
日
（
土
）

※
災
害
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
　
消
防
署
　
救
急
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(22)
０
１
１
９

仕
事
探
し
応
援
！
合
同
就
職
説
明
会

日
時

　
６
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

対
象
　
平
成
28
年
３
月
新
規
大
学
等
卒

業
予
定
者
と
一
般
求
職
者

内
容

　
参
加
企
業
の
採
用
担
当
者
と
の

面
談
、
職
業
相
談
・
職
業
適
性
診
断
、

ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
、
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
コ
ー
ナ
ー

※
参
加
企
業
情
報
は
「
や
ま
な
し
就
職

　
応
援
ナ
ビ
」
に
掲
載
予
定
で
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.y
a
m
a
n
a
sh
i.jp
/

ro
sei-k

o
y
/y
am
a-n
av
i/

問
合
　
県
産
業
労
働
部
　
労
政
雇
用
課

　
　
☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
５
６
２

普
通
救
命
講
習
会

日
時
　
６
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　（
受
付
…
８
時
45
分
ま
で
）

場
所
　
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

対
象
　
市
内
に
在
住
、
通
勤
、
通
学
し

て
い
る
中
学
生
以
上

申
込
方
法

　
７
月
９
日
（
木
）
ま
で
に

申
込
用
紙
を
提
出

※
用
紙
は
、
産
業
観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合

　
か
が
り
火
市
民
祭
り
実
行
委
員
会

　

　
　
　
　
　
事
務
補
助

　
産
業
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(20)
１
８
２
９

平
成
27
年
度
日
赤
社
費

　
社
費
は
、
国
際
救
援
や
災
害
救
護
、

献
血
、
火
災
に
対
す
る
日
常
生
活
物
資

の
支
給
な
ど
の
活
動
を
す
る
う
え
で
重

要
な
資
金
と
な
り
ま
す
。

○
市
民
の
皆
さ
ん
に
賛
同
い
た
だ
い
た

昨
年
度
の
社
費
…

　
　
６
，
４
６
５
件

　
　
４
，
９
６
２
，
９
０
０
円

　
今
年
度
も
社
費
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
募
集
は
、
自
治
会
・
地
区
社
協
・
女

　
性
部
・
奉
仕
団
員
等
の
皆
さ
ん
に
と

　
り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
合
　
福
祉
課
　
福
祉
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(23)
８
０
３
０

産
業
技
術
短
期
大
学
校

都
留
キ
ャ
ン
パ
ス
能
力
開
発
講
座

日
程
　
８
月
開
催

①
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
内
部
監

査
員
養
成

②
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
内
部
監

査
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

③
専
門
短
期
コ
ー
ス
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

Ｏ
Ｓ
利
用
技
術

④
宅
地
建
物
取
引
士
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）

⑤
エ
ク
セ
ル
基
礎
（
第
２
回
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
第
２
回
）

日
時

　
７
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

※
定
員
あ
り
、
先
着
順

※
都
合
に
よ
り
変
更
、
中
止
あ
り

※
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　
ま
た
は
電
話
で
要
確
認

申
込
・
問
合

　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
都
留
キ
ャ
ン
パ
ス

　
☎
(43)
８
９
１
１

Ｕ
Ｒ
Ｌ
　

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.y

am
an
ash
i.jp
/

san
tan
d
ai/in
d
ex
.h
tm
l
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暮らしの情報

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
　
集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相
　
談

問
合

　
消
防
本
部

　
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(22)
０
１
１
９

薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
国
や
県
で
は
、
新
国
連
薬
物
乱
用
根

絶
宣
言
の
支
援
事
業
と
し
て
６
月
20
日

か
ら
７
月
19
日
ま
で
の
１
か
月
間
「
ダ

メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

　
違
法
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解
し
、

薬
物
乱
用
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い
う

強
い
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

問
合

　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
生
課

　
　
☎
０
５
５
５
―
２
４
―
９
０
３
３

警
戒

　
侵
入
窃
盗
多
発
中
！

　
留
守
や
就
寝
中
を
狙
っ
た
泥
棒
被
害

が
増
え
て
い
ま
す
。
最
近
の
泥
棒
は
、

カ
ギ
の
掛
か
っ
て
い
な
い
場
所
か
ら
侵

入
し
て
い
ま
す
。
外
出
す
る
際
は
必
ず

カ
ギ
を
掛
け
、
就
寝
前
に
は
も
う
一
度

戸
締
り
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、
現
場
は
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
１
１
０
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

〜
カ
ギ
を
掛
け
る
習
慣
が

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
を
守
り
ま
す
〜

問
合
　
大
月
警
察
署

　
生
活
安
全
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(22)
０
１
１
０

支
給
額(

９
月
支
給
予
定
）

　
本
年
４
月
１
日
か
ら
過
去
一
年
間
に

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

　
な
い
方
（
１
か
月
程
度
の
シ
ョ
ー
ト

　
ス
テ
イ
の
利
用
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　  

支
給
額

　
　
12
万
円

②
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
方

　
　
　
　
　
　
　
支
給
額

　
　
３
万
円

申
込
・
問
合

　

　
福
祉
課

　
福
祉
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(23)
８
０
３
０

戦
没
者
等
特
別
弔
慰
金

　
本
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
遺
族
１
人
に
支
給
し
ま
す
。

対
象

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

　
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

　
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

　
に
よ
り
、順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親
等

　
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

　
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

小
型
除
雪
機
購
入
費
補
助
金

　
住
民
で
除
雪
を
行
う
地
区
に
、
小
型

除
雪
機
購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象

　
５
戸
以
上
で
利
用
す
る
地
区

※
市
政
協
力
委
員
長
を
通
じ
て
申
請

内
容

　
購
入
費
用
の
２
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　（
上
限
10
万
円
）

申
込
期
間

　

　
６
月
１
日
（
月
）
〜
８
月
31
日
（
月
）

※
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
申
請
書
類
を

　
送
付
し
ま
す
。

　

※
昨
年
度
、
申
し
込
み
の
な
い
地
区
を

　
優
先
し
ま
す
。

申
込
・
問
合

　

　
建
設
課

　
維
持
管
理
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(20)
１
８
３
９

老
人
介
護
慰
労
金

対
象

　
寝
た
き
り
高
齢
者
等
を
過
去
一

年
間
に
わ
た
り
自
宅
で
常
時
介
護
（
入

院
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
１
か
月
以

内
）
し
て
い
る
方
　

※
寝
た
き
り
高
齢
者
等
と
は
…
平
成
26

　
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
要

　
介
護
４
ま
た
は
５
（
相
当
）
や
認
知

　
症
で
、
そ
の
状
態
が
重
度
の
方

　
た
方
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

の
記
名
国
債

請
求
期
限

　
平
成
30
年
４
月
２
日

請
求
窓
口

　
市
福
祉
課

問
合

　
福
祉
課

　
福
祉
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(23)
８
０
２
９

　
　
　
県
国
保
援
護
課
援
護
恩
給
担
当

　
　
☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
４
５
４

金
婚
祝
賀
式

　
金
婚
を
迎
え
る
ご
夫
婦
の
お
祝
い
に

金
婚
祝
賀
式
を
行
い
ま
す
。

日
程

　
10
月
３
日
（
土
）

場
所

　
市
民
会
館

対
象

　
昭
和
40
年
中
に
婚
姻
の
夫
婦

申
込
期
間

　
６
月
15
日
（
月
）
〜
９
月
11
日
（
金
）

申
込
・
問
合

　
福
祉
課

　
福
祉
総
務
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(23)
８
０
３
０

災
害
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
番
号
変
更

　
山
梨
県
東
部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

運
用
開
始
に
伴
い
、
問
い
合
わ
せ
番
号

が
変
わ
り
ま
し
た
。

○
休
日
・
夜
間
の
急
な
問
い
合
わ
せ
や

病
院
照
会
等
　
　
　
　
☎
(45)
０
１
１
９

○
災
害
等
の
情
報
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(56)
７
７
４
６
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内
容
　
メ
ダ
カ
と
水
草
の
管
理
作
業
を

体
験

●
共
通
事
項

対
象
　
①
ど
な
た
で
も

　
　
　
②
③
大
人
（
18
歳
以
上
）

　
　
　
④
幼
児
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の

　
　
　
　
保
護
者

定
員
　
①
な
し

　
　
　
②
③
事
前
予
約

　
　
　（
登
録
制
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

　
　
　
④
20
名
程
度
（
事
前
予
約
）

費
用
　
①
入
場
無
料

　
　
　
②
③
無
料

　
　
　
④
１
人
５
０
０
円

申
込
・
問
合

　
　
桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

　
岡
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(20)
３
０
８
０

　
　
　
　
　in

fo
@
w
elln
essp
ark
.jp

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募

集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相

談

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
　
集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相
　
談

暮らしの情報

広
報
お
お
つ
き
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　
有
料
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

詳
細
は
、

　
秘
書
広
報
課
広
聴
広
報
担
当
に

　
　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

   

　
　
　
　
　
　
　
　  

☎
(23)
８
０
０
５

山
梨
県
立
盲
学
校

　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
　
６
月
27
日
（
土
）

場
所
　
山
梨
県
立
盲
学
校

対
象

・
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
児
童
生

　
徒
や
成
人
、
保
護
者

・
教
育
や
福
祉
関
係
、
視
覚
障
が
い
教

　
育
に
関
心
の
あ
る
方
々

　

・
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
と
そ
の
家

　
族
、
関
係
者
な
ど

※
詳
細
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
　
県
立
盲
学
校
　
教
務
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
倉
、
保
坂

　
　
☎
０
５
５
―
２
２
６
―
３
３
６
１

や
ま
び
こ
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

日
時
　
６
月
30
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
９
時
45
分
〜
正
午

　
　（
受
付
…
午
前
９
時
30
分
〜
45
分
）

場
所
　
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

内
容
　
授
業
や
校
内
の
様
子
を
公
開

申
込
期
限
　
６
月
19
日
（
金
）

申
込
・
問
合
　

　
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

　
　
　
相
談
支
援
部
　
☎
(23)
１
９
４
３

申
込
開
始
　
６
月
18
日
（
木
）

●
共
通
事
項

費
用

　
無
料

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間

　
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
　
富
士
山
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
・
情
報
担
当

　
　
☎
０
５
５
５
―
７
２
―
６
２
０
３

桂
川
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

①
生
き
も
の
展

日
時
　
６
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

内
容
　
ミ
ニ
水
族
館
、
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン

展
、
山
野
草
展
、
ミ
ニ
動
物
園
な
ど

②
石
窯
く
ら
ぶ

日
時
　
６
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

内
容
　
石
窯
用
の
薪
作
り
と
薪
置
展
示

場
作
り

③
は
た
ら
く
ら
ぶ

日
時
　
６
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

内
容
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
カ
モ
ミ
ー
ル
の

収
穫
、
剪
定
な
ど

④
水
草
メ
ダ
カ
倶
楽
部

　「
蓮
と
睡
蓮
ど
こ
が
違
う
？
」

日
時
　
６
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

富
士
山
科
学
研
究
所

地
域
環
境
観
察
「
富
士
山
五
合
目
植
物

観
察
会
」

日
時

　
①
７
月
25
日
（
土
）・
②
30
日

（
木
）　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
富
士
山
科
学
研
究
所
（
集
合
）、

五
合
目
御お
ん
ち
ゅ
う
ど
う

中
道
自
然
探
勝
路
（
観
察
）

対
象

　
県
内
の
小
学
４
年
生
以
上

　
　（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
も
申
込
）

※
昨
年
の
参
加
者
は
不
可

定
員
　
①
45
名
　
②
20
名

内
容
　
講
師
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
自

然
探
勝
路
を
歩
き
、
富
士
山
の
植
物
に

つ
い
て
学
ぶ

申
込
期
間

　
６
月
25
日
（
木
）
〜
７
月
２
日
（
木
）

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
参
加

　
者
を
決
定
し
、
７
月
上
旬
ま
で
に
案

　
内
を
発
送
し
ま
す
。

親
子
森
を
楽
し
む
会

日
時
　
７
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

場
所
　
富
士
山
科
学
研
究
所
本
館 

ホ

ー
ル
、 

生
態
観
察
園
な
ど
（
雨
天
時
は
、

室
内
で
実
施
）

対
象
　
県
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
30
名
（
保
護
者
含
む
）

内
容
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
、 

身
近
な
環
境
に
興
味
を
持
つ
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暮らしの情報

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
　
集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相
　
談

親
子
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室

日
時

　
７
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時

場
所

　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
３
階

栄
養
指
導
室

定
員

　
親
子
10
組
20
名
程
度（
先
着
順
）

メ
ニ
ュ
ー

・
フ
ラ
イ
パ
ン
で
作
る
簡
単
ピ
ザ

・
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
パ
フ
ェ

費
用

　
１
組
（
２
名
）
５
０
０
円

※
追
加
１
人
に
つ
き
２
０
０
円

持
物

　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾 

実
施
主
体

　
大
月
市
保
健
活
動
推
進
員

会
・
大
月
市

※
申
し
込
み
時
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有

　
無
を
確
認
し
ま
す
。

申
込
・
問
合

　
保
健
介
護
課

　
健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(23)
８
０
３
８

夏
休
み
体
験
教
室
「
わ
い
わ
い
道
中
」

日
程

　
７
月
21
日
（
火
）
〜
22
日
（
水
）

場
所

　
笹
子
町
地
内
（
原
地
区
桜
森
林

公
園
、
笹
子
公
民
館
ほ
か
）、
市
民
総

合
体
育
館

※
集
合
…
旧
初
狩
小
学
校
体
育
館

　
宿
泊
・
解
散
…
市
民
総
合
体
育
館

対
象
　
市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

定
員
　
40
名
（
先
着
順
）

内
容

　
森
林
環
境
保
全
体
験
（
ト
レ
ッ

定
員

　
20
名
（
事
前
申
込
み
）

講
師

　
岡お

か
ざ
き崎
昌ま

さ
ゆ
き之
氏

       

（
法
政
大
学
名
誉
教
授
）

申
込
・
問
合

　
大
月
短
期
大
学
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(22)
５
６
１
１

弓
道
教
室

日
時

　
６
月
26
日
（
金
）
〜
７
月
28
日

（
火
）　
毎
週
火
・
金
曜
日
（
計
10
回
）

　
　
　  

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場
所  

真
弓
会
道
場

　
　
　（
大
月
町
真
木
福
正
寺
境
内
）

対
象

　
高
校
生
以
上

指
導  

市
弓
道
連
盟

申
込
・
問
合

　
市
弓
道
連
盟
理
事
長  

石
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(26)
５
９
１
７

　
社
会
教
育
課

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(23)
８
０
５
１

ぴ
ゅ
あ
富
士

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
記
念
講
演
会

〜
「
女
性
が
社
会
で
、
地
域
で
活
躍
す

る
た
め
に
」
〜

日
時

　
６
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
２
時
30
分

場
所
　
ぴ
ゅ
あ
富
士

　
大
研
究
室

定
員
　
１
５
０
名
（
先
着
順
）

講
師
　
嘉か

だ田
由ゆ

き

こ

紀
子
氏

　（
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
学
長
）

弁
護
士
に
聞
く
あ
な
た
の
お
悩
み
ほ
っ

と
タ
イ
ム

日
時

　
６
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　
①
講
演
会
…
午
後
１
時

　
　
　
　
②
相
談
会
…
午
後
２
時

場
所

　
ぴ
ゅ
あ
富
士

定
員

　
①
30
名

　
②
20
名

○
講
演
会

内
容

　
離
婚
に
関
す
る
基
礎
知
識

講
師

　
渡わ
た
な
べ邉
森し

ん

や矢
氏

申
込
・
問
合

　
県
立
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
・
ぴ
ゅ
あ
富
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(45)
１
６
６
６

や
ま
な
し
男
（
ひ
と
）
と
女
（
ひ
と
）

と
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

　
６
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分

場
所

　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

○
基
調
講
演

　「
待
っ
た
な
し
の
地
方
！ 

や
ま
な
し

　
の
未
来
―
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

　
現
が
人
口
減
少
の
危
機
を
救
う
―
」

講
師

　
石い
し
ざ
か阪
督と

く
の
り規
氏

　
　
　
　（
東
京
未
来
大
学
教
授
）

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
石
阪
氏
ほ
か
、
泉
い
ず
み 

弘ひ

ろ

え恵
氏
、
西に

し

だ田
遙
は
る
か

氏
、
堀ほ
り
う
ち内
伸の
ぶ
ひ
ろ浩
氏

申
込
・
問
合

　
　
山
梨
県
県
民
生
活
・
男
女
参
画
課

　
　
☎
０
５
５
―
２
２
３
―
１
３
５
８

キ
ン
グ
、
川
遊
び
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）、

工
作
教
室
な
ど

協
力

　
笹
子
町
林
業
研
究
会

費
用

　
３
，
０
０
０
円

事
前
学
習
会

日
時

　
７
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時

場
所

　
市
民
会
館

　
４
階
視
聴
覚
室

申
込
条
件

①
参
加
児
童
の
送
迎
が
で
き
る
こ
と
。

②
事
前
学
習
会
に
保
護
者
、
参
加
児
童

　
共
に
出
席
で
き
る
こ
と
。

申
込
方
法

　
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
保
護
者

名
、
学
校
名
を
連
絡

申
込
期
間

　
６
月
１
日
（
月
）
〜
30
日
（
火
）

申
込
・
問
合

　
社
会
教
育
課

　
社
会
教
育
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
(23)
８
０
５
０

大
月
短
期
大
学
「
人
口
減
少
時
代
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
」
講
演
会

「
過
疎
高
齢
化
を
越
え
る
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
」

日
時

　
６
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
４
時
15
分
〜
５
時
45
分

場
所
　
大
月
短
期
大
学

　
　
　
Ｃ
号
館
３
０
１
教
室
（
予
定
）

対
象
　
一
般
、
自
治
体
職
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
職
員



問合　市民課　国保年金担当　☎（23）８０３７／税務課　市民税担当　☎（23）８０１６

国民健康保険税のしくみ

　国民健康保険に加入している皆さんが病気やけがをしたとき、医療費の７割にあたる保険給付費を

国民健康保険が負担しています。この給付費の約半分は、加入者の皆さんが納める国民健康保険税や

国などの補助金で賄われています。

　平成２７年度から後期高齢者医療保険料（均等割）の５割軽減と２割軽減の対象が拡大されました。

　※同一世帯内の被保険者および世帯主の総所得金額等に応じて軽減されます。

【保険税は次の４つの項目の組み合わせにより決めているため、世帯ごとに保険税は変わります。】

所得割 世帯の被保険者の所得に応じて計算 資産割 世帯の被保険者の固定資産税に応じて計算

均等割 世帯の加入者数に応じて計算 平等割 １世帯あたりで計算

後期高齢者保険料の軽減について

軽減割合 判定方法 軽減額 軽減後の均等割額

５割軽減
「基礎控除額 33 万円＋ 26 万円×世帯の被保険者数」を超え
ない世帯

20,245 円 20,245 円

２割軽減
「基礎控除額 33 万円＋ 47 万円×世帯の被保険者数」を超え
ない世帯

8,098 円 32,392 円

ら い ふ
いきいきニンニン活動　参加者募集！！

　認知症は誰にでも起こりうる身近な病気です。有酸素運動（ウォーキング）や知的な活動（旅行 ･

料理などの計画）を行うことで認知症を予防することや進行を遅らせることができると言われています。

　今年度も自分たちで認知症予防に取り組むグループ活動の参加者を募集します。旅行・料理・ウォー

キングの各プログラムに沿ってみんなで楽しく活動してみませんか。認知症予防に関する学習会を行

い、その後、グループ活動を実施する予定です。たくさんの方のご参加をお待ちしています。

国民年金・国保高齢者医療

日　　時　７月７日（火）午前１０時～

場　　所　市総合福祉センター３階　食堂

内　　容　認知症予防のための学習会

　　　　　グループ活動について

申込期限　６月３０日（火）

申込方法　電話で下記担当へ申込みください

いきいきニンニン活動

問合　保健介護課　地域包括支援センター　☎（23）８０３４

き き
い き い き

生

※医療費が増えると、その分、保険税も上がります。一人ひとりが、医療費を有効に使いましょう。

【申告はお済みですか？】

　保険税の所得割額は、前年中（平成２６年１月～１２月末）の所得をもとに決められます。申告を

していないと、保険税が正しく計算されません。手続きをお忘れの方はすぐに申告をしてください。

旅行計画！

広報おおつき 2015.0629 2015.06 広報おおつき　 28

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
　
集

み
ん
な
の
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

相
　
談

暮らしの情報

みんなの掲示板
多くの市民の方が気軽に参加できる催しなどを

お知らせするものです。（申し込みは、前月８

日まで）詳細は、お問い合わせください。

スポーツ少年団交流イベント
　　　　　　　　　　　「ホップ２０１５」
　子どもから大人までご家族みんなでいろんな
スポーツを楽しみましょう。
日時　６月２０日（土）
　　　　午前９時～午後３時
　　　　（受付　午前８時３０分）
場所　市民総合体育館
参加費　１人５００円
内容　☆スポーツチャンピオン決定戦
　各種目の優勝者には金メダル
　（小・中学生の男女）
　①陸上５種競技　②ストラックアウト
　③バスケットボールシュート
　④キックターゲット
☆その他
　①エアロビクス体操　②スポーツ吹き矢
　③トランポリン　④ストレッチポール
　⑤お手玉　
主催　明日の風・大月ＡＣ・大月市スポーツ　
　　少年団
問合　明日の風　山地
　　　　　　☎０９０－５９９６－９８６２
　　　スポーツ少年団事務局☎(22)４８１１

「みんなの掲示板」申込方法　
申込にあたって…
○中立性、公共性を欠くもの、営利目的、政治・
宗教活動、その他広報の掲載内容に適さないも
のは掲載できません。
○掲載内容については、申込者が責任を負い、
対応してください。苦情等が寄せられた団体な
どは、以後、掲載しないことがあります。
○１つの団体などによる掲載回数は、内容を問
わず、年間４回までです。

切れない包丁を研ぎます
日時　６月２８日（日）
　　　　午前９時～正午　（雨天決行）
場所　大月東中学校
内容　建設組合の職人が包丁を研ぎます
問合　大月建設組合大月支部　小俣
　　　　　　　　　　　　　　☎(22)５８４１

全
国
一
斉
「
子
供
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　
学
校
で
の
「
い
じ
め
」
や
家
庭
内
で

の
「
虐
待
」
を
防
ぐ
た
め
、
強
化
週
間

と
し
て
無
料
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

　
６
月
22
日
（
月
）
〜
28
日
（
日
）

　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

相
談
担
当
者

　
甲
府
地
方
法
務
局
職

員
、
山
梨
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
　
☎
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

自
殺
予
防
の
た
め
の
相
談

　「
生
き
て
い
る
の
が
つ
ら
い
」
と
悩

ま
れ
て
い
る
方
、
家
族
に
死
に
た
い
と

訴
え
る
人
が
い
る
な
ど
、
対
応
に
困
ら

れ
て
い
る
方
、
自
殺
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず
は
お
電
話
く
だ

さ
い
。

日
時

　
月
曜
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

○
夜
間
相
談

日
時

　
火
曜
〜
土
曜
日

　
　
　
　
午
後
４
時
〜
10
時

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
５
５
６

夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会

　
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

　
７
月
５
日
（
日
）・
８
月
22
日

（
土
）・
23
日
（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

　
県
立
盲
学
校

申
込
方
法

　
開
催
週
の
木
曜
日
ま
で
の

平
日
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

の
間
に
電
話

申
込
・
問
合

　
県
立
盲
学
校

Ｅ
Ｙ
Ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
５
５
―
２
２
６
―
３
３
６
１

土
地
の
境
界
問
題
に
関
す
る
相
談

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
土
地
境
界
の
専
門
家
「
土
地
家
屋
調

査
士
」
と
法
律
の
専
門
家
「
弁
護
士
」

が
協
力
し
て
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
、

公
正
・
迅
速
・
円
滑
な
形
で
問
題
の
解

決
を
目
指
す
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
完
全
予
約
制
で
す
。
電
話
で
の
相
談

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

　
境
界
問
題
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合

境
界
問
題
相
談
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
　（
甲
府
市
国
母
８
―
１
３
―
３
０
）

　
　
☎
０
５
５
―
２
２
５
―
３
７
３
７



毎回，一冊の絵本を取り上げて，
お茶を飲みながら楽しく語りあいます。

今回の絵本は，「わすれられない　おくりもの」

＊おはなしする人＊

＊　甲府，絵本専門店『ゆめや』の　長谷川敏夫さん

＊　猿橋幼稚園　園長　仁科美芳さん

＊　都留文化大学　講師　白須康子さん

＊　絵本作家・大月市立図書館館長　仁科幸子

＊絵本好
きな方，

ぜひお越し下さい＊

第１回めの絵本

わすれられない　おくりもの

取り上り絵本を絵本絵 げてげげ

本本絵

も

大月市立図書館しんぶん３号

＊ハッピームーンボード＊＊ハッピームーンボード＊

＊今月の月のおはなし＊＊今月の月のおはなし＊

このコーナーでは、

月に関連した話や本の紹介をしますよ！

今月は月の石のおはなし「ムーンストーン」

　
パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
石
の
中
で
も
、
人

気
の
高
い
石
と
し
て
、
ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
が
あ
る
。

　
ま
る
で
お
月
様
の
よ
う
な
柔
ら
か
な
乳
白
色
で
、

神
秘
的
な
輝
き
が
美
し
い
石
。
英
国
の
国
王
エ
ド

ワ
ー
ド
六
世
も
、
月
の
満
ち
欠
け
に
よ
っ
て
輝
き
が

変
化
す
る
こ
の
石
を
持
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

　
満
月
の
日
に
出
産
が
多
い
と
言
わ
れ
る
の
も
、
人

間
の
体
の
80
％
が
水
分
で
、
自
然
の
リ
ズ
ム
や
海
の

満
ち
引
き
と
関
係
し
て
い
る
か
ら
の
よ
う
だ
。

　
こ
の
石
は
、
女
性
を
守
る
力
が
強
く
、
女
性
の
病

気
を
回
復
さ
せ
る
効
果
も
伝
え
ら
れ
る
。
男
性
の
場

合
は
、
こ
の
石
を
持
つ
と
優
し
く
な
れ
る
と
も
言
わ

れ
、
い
つ
も
身
に
つ
け
て
い
る
と
、
霊
力
・
透
視
力

・
予
知
能
力
を
高
め
て
く
れ
る
石
で
あ
る
よ
う
だ
。

＊ムーンらいぶらりぃからのほっとひといき＊＊ムーンらいぶらりぃからのほっとひといき＊

　
今
月
は
祝
日
の
な
い
月
。
暦
ど
お
り
な
の
で
勉
強

や
仕
事
に
集
中
で
き
る
？
月
で
す
ね
。
勉
強
や
仕
事

に
疲
れ
た
ら
、
図
書
館
で
ホ
ッ
と
一
息
。
１
階
南
側

に
は
「
サ
ン
ぶ
ら
り
ー
」
と
い
う
屋
外
空
間
が
あ
り

ま
す
。
人
目
に
つ
か
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
が
過
ご
せ
ま
す
よ
！
（
Ｉ
）

おおつき MOON
　らいぶらりぃしんぶん
おおつき MOON
　らいぶらりぃしんぶん

か

んち
ょう・にしなさ

ち
こか

んち
ょう・にしなさ

ち
こ

　　　　本は、心の種、
図書館は、心をイキイキさせる森　

「アリスのティーブックトーク」のポスター

できたよー！ 図書館や市役所、いろいろな

場所に登場！ 見てねー！

 春から初夏に読みたい絵本や本の福袋、

ラッキーバックが、一袋３冊入って登場！

パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
石
の
石
の
中
で
も
、
人

時
間
が
過
ご
せ
ま
す
よ
！！
（
Ｉ
）

 １階正面の「ハッピームーンボード」

もう、ご覧になりましたか？

 「私の大切な１冊」のコーナーには、

ローリングオフィシャルカメラマンの、

有賀幹夫さんの撮られた市長の写真も

展示しています。

　「館長の部屋」には、絵本のポスター

や、オカメインコのぴーちゃんの話、

面白いお話もいっぱい！

　息抜きにのぞいても楽しいよ！

　小学校の司書の先生や、幼稚園の先生方、

 白須康子先生にも、本の選書をお願い。

　普段、自分では選ばない本との出会いが

あるかもしれませんね。どんどん借りてみて

ください。仁科館長の緑の妖精のポスト

カードもプレゼントに入っていますよ！

 「辞書引き学習法」で全国的に有名な

深谷先生がやってくるよー！

　こうご期待！！！

 

「
ア
リ
ス
の
テ
ィ
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
は
、
２
か
月
に
一
度
。
パ
ッ
プ
ン
ピ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
、
次
回
６
月
28
日
、
午
後
２
時
か
ら
先
着
順
で
す
よ
！
」

広報おおつき 2015.0631

　本市の消費生活キャラクター「おつけちゃん」が

皆さんのあんしん生活についてお知らせします！

消費生活相談（電話・面談）

　市役所で相談員が相談

に応じています。

（Ｐ３３カレンダー参照）

問合　

県民生活センター

　　　　地方相談室 

　　　　☎ (45)５０３８
市民課　

生活環境担当（相談員）

　　　　☎ (23)８０２３

あんしん生活
教えて！おつけちゃん

　数日前、高齢の母が「昭和５０年代の天皇家のことが分かる楽しい本が

あるので買いませんか。値段は３万６千円です」と電話で勧誘された。

　母は、｢新聞や本も読めず興味ありません ｣と断ったが、宅配便で皇室

に関する書籍が送付され、受け取ってしまった。

断ったのに高額な「皇室」の本が送られてきた

【おつけちゃんから一言アドバイス】

○本や健康食品などを注文していないのに勝手に送りつけ、受け取った

こ　とで支払い義務があると勘違いさせて、代金を支払わせようとする

商　法です。

○注文や承諾をしていない商品が届いても、受け取る義務も支払う義務

　もありません。宅配業者に「受け取りません」と伝え、受け取り拒否

　をしましょう。受け取り拒否をしても宅配業者に迷惑はかかりません。

○受け取ってしまった場合、送られてきた商品の保管義務期間は１４日間

　（業者に引取りを要求した場合は７日間）です。その日以後、業者は商

　品の返還を請求することができませんので処分できます。

 不審な勧誘電話や強引な訪問販売などの相談もお受けします。

　
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
電
車
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
な

の
で
客
は
多
く
、
乗
車
客
た
ち
は
、
乗
降
口
付
近
の
左
右
に
分
か
れ
て

降
り
て
く
る
客
を
待
っ
て
い
ま
し
た
・
・
・
と
そ
の
時
で
し
た
。

　
降
り
て
く
る
客
を
最
後
ま
で
待
た
ず
に
男
の
子
が
、
降
車
客
を
か
き

分
け
る
よ
う
に
し
て
乗
り
込
み
、
入
口
付
近
の
座
席
に
腹
ば
い
に
な
り

大
声
で
言
い
ま
し
た
。「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
席
を
と
っ
た
よ
。」

「
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
で
座
っ
て
行
け
る
ね
。」

　
後
か
ら
入
っ
て
き
た
父
親
と
母
親
は
、
そ
の
座
席
に
座
り
ま
し
た
。

　「
大
切
な
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る
舞
台
で
も
あ
っ
た
の
に
・
・
・
」

と
思
い
ま
し
た
。
言
葉
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し
た
。
感
謝
の
言
葉
「
あ

り
が
と
う
」
は
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
最
有
力
候
補
で
す
。
家
族

へ
の
思
い
や
り
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
一
方
で
、
よ
り
広
く
て
深
い
言
葉
の
世
界
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も

大
人
の
役
割
で
す
。
言
葉
の
世
界
を
広
げ
る
こ
と
は
、
豊
か
な
心
を
育

て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
の
電
車
に
は
、
た
く
さ
ん
の
年
配
者
も
乗
っ
て
い
ま
し
た
。「
あ
り

が
と
う
」
を
、
身
内
の
世
界
か
ら
よ
り
広
い
世
界
へ
と
広
げ
る
機
会
で

し
た
。
そ
ば
に
い
る
大
人(

親)

の
配
慮
で
、
年
配
者
か
ら
こ
の
子
の

心
に
「
あ
り
が
と
う
」
を
届
け
る
舞
台
に
も
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
え
ば
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
は
舞
台
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
し
た
。

　

支
援
室
の
つ
ぶ
や
き

【教育支援室のご案内】

◆相談内容

　「就学」や「学校

生活の悩み」など

◆相談方法　

　面接相談

◆相談日・時間

　毎週月～金曜日

　午前９時 30分

　　　　～午後４時

◆申し込み先

　大月市教育支援室

　　（市役所内）

　☎ (23) ８０５８
※相談は無料で、

　秘密は厳守します

（要予約）お気軽に

　ご相談ください。
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おおつき情報カレンダー６
 2015 水無月

上記表の

マークについて

今月のイベント情報などのお知らせです。詳細は、お問い合わせくださいね！

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
１
○ﾒﾙﾏｶﾞ配信

２ ３
○4か月児健診
（H27.1 生まれ）

４ ５ ６
○ﾏﾏﾊﾟﾊﾟ学級

７ ８ ９
○ 2 歳児歯科健診
（H25.5 生まれ）
○ 2歳 6 か月児ﾌｯ素
塗布（H24.11生まれ）

10
○１歳６か月児健診
（H25.11生まれ）

11 12
○たのしいひとと
き P32
○大月短大まちづ
くり講演会 P26

13

14
○つきの市

15 16 17
○９か月児健診
（H26.8 生まれ）
○ちいさなおへや 
P32
○親子あそび P32

18
○ﾌﾟﾚﾐｱﾑ付商品券
の販売 P10
○親子あそび P32

19 20
○おはなし会 P32
○大ﾂｷ夕やけ市

21
○ｱﾘｽのﾃｨｰﾌﾞｯｸﾄｰｸ 
P31

22 23 24
○３歳児健診
（H24.4 生まれ）

25
○ﾏﾏﾊﾟﾊﾟ学級

26
○育児教室
○弓道教室 P26 

27
○生きもの展 P27
（～ 28 日）

28
○普通救命講習会

P25

○ﾊﾟｯﾌﾟﾝﾋﾟｯﾄｸﾗﾌﾞ

29
○子どもの

ﾍｱｰｱﾚﾝｼﾞ教室 P32

30 7 ／１
○4か月児健診
（H27.2 生まれ）

７／２ ７／３ ７／４

７／５
○市長・市議会議
員一般選挙 P18
○あじさい祭り

７／６ ７／７
○いきいきﾆﾝﾆﾝ活
動 P29

７／８
○１歳６か月児健診
（H25.12 生まれ）
○ﾍﾞﾋﾞｰﾏｯｻｰｼﾞ P32

７／９
○ﾏﾏﾊﾟﾊﾟ学級

７／ 10 ７／ 11

各

種

相

談

相談名 時　間 場　所 問　合

　  …法律相談（要予約）午前９時～正午

市役所
市民課

生活環境担当

（23）８０２３

　  …行政相談 午後１時～３時

　  …登記相談（要予約）午後１時～２時３０分

　  …消費生活相談 午前９時～午後４時

　  …人権相談 午後１時～３時 市民会館

　  …結婚相談 午後１時～５時 市民会館 結婚相談所（22）４８１１

　  …心配ごと相談 午前９時～ 総合福祉センター 社会福祉協議会（23）２００１

法

結

消

登
行

人

心
配

子

育

て

支

援

名称 時　間 対　象 場　所 問　合

乳幼児健診・健康相談　
午後 1時 15 分受付

４か月児・９か月児・１歳６か月児・３歳児

保健

センター
（総合福祉

センター内）

保健介護課　

健康増進担当

（23）８０３８

歯科健診・フッ素塗布　 ２歳児（歯科健診）・２歳６か月児（フッ素塗布）

ママパパ学級 午後 1時 20 分～ 保護者

育児教室 午後 1時 20 分受付 １か月児の保護者

もぐもぐ（離乳食）教室 午前 9時 20 分までに受付 ３～４か月児の保護者

上弦

新月

人

消心
配

心
配

登 消消 心
配

心
配

行

心
配消法

人

　●今月の納税期限　　★個人市県民税　1期納期　　　

心
配人 消

心
配

心
配

法

消

消

満月

下弦（今年最大）

結

心
配 消

心
配

満月

消

結

結

結

結

下弦

法心
配

心
配

消

消

広報おおつき 2015.0633

★今月のお薦め図書

・みんなのパントマイム（シスターひろみ）

　パントマイム伝道師の著者による入門書。想像

力と表現力を鍛えるユニークな練習法から、定番

テクニックまでを写真を交えて解説した一冊。

★新着図書《一般》

・ニホンメダカの飼育と繁殖（大
おおば

場幸
さち お

雄）

★おすすめの児童図書

・決まり・ならわし（本
もとき

木洋
よう こ

子）

　「年始回り」「回覧板」…。日本の決まりやなら

わしを表す言葉をキャラクター化。愉快な４０キャ

ラが暮らしのさまざまなルールを紹介します。

★新着図書《児童》

・さくらいろのりゅう（町
まちだ

田尚
なお こ

子）

★展示のご案内　　　　

・常設展示

　『こども向けのおすすめ本』（１階特別展示コーナー）

・期間展示（～６月２８日）

　『消費者月間特別展示』『歴史小説の本』 （１階）

　『ファンタジーの本』（２階）

★お知らせ

　予約資料は、連絡した日から７日以内にご来館く

ださい。（７日を過ぎると予約を取り消します。）

　来館できない場合は、ご連絡をお願いします。

★おはなし会・よみきかせ（２階おはなしコーナー）

○朗読ボランティア『如月の会』

　「たのしいひととき」  １２日（金）午前１１時～

　対象：幼児　内容：本・紙芝居の読み聞かせ

○絵本とおはなしの会『ぐりとぐら』

　「おはなし会」　２０日（土）午前１１時～

　対象：幼児・小学生　内容：絵本の読み聞かせとおはなし

　「ちいさなおへや」　１７日（水）午前１１時～

　対象：乳幼児　内容：絵本の読み聞かせ、手あそび

）

おはなし

図書館利用・開館時間（※図書館の運営には、電源立地地域対策交付金が活用されています。）

　「火・水・木・金」･･･ 午前９時～午後７時　　「土・日・祝日」･･･ 午前９時～午後５時

今月の休館日　１日（月）・８日（月）・１５日（月）・２２日（月）・２９日（月）・３０日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合　市立図書館　☎ (22) ４８１５

 図書館へ
　　行こう！

子どもチャンネル

問合　子ども家庭総合支援センター　☎ (23)１１５２

７月１日から児童相談所

全国共通ダイヤルが３桁の番号になります

　近年、児童への虐待事件が増加しています。

　虐待を受けていると思われる児童を発見した場合は、

法律により速やかに児童相談所や市町村に通告しなけ

ればなりません。社会全体で児童を見守りましょう。

イベント名 日　時 対　象 内容 持ち物 定員

① 親子あそび
6月17日（水）・18日（木）
午前10時 30分～
　　　　　 11時 30分

０歳～未就学児
手遊び、パネルシア
ターなど

子どもの身の回
り品（着替え・
おむつ・ミルク
など）

各 20 組
（予約制）

② お誕生会
6月 25 日（木）
午前11時～11時 30分

６月生まれの
０歳～未就学児

手遊び、うた、お誕生
カードプレゼントなど

10 組
（予約制）

③
子どもの
ヘアーアレ
ンジ教室

6月29日（月）
午前10時～11時 30分

市内在住の小学生ま
での子を持つ親子
※保護者のみも可

基本的な結び方、飾り
を使ったヘアーアレンジ

講師　早
はやかわ

川千
ち え こ

恵子さん

ヘアーブラシ・
お子さんの髪飾り

15 組
（予約制）

④
ベビー
マッサージ

7月 8日（水）午前10
時 30分～11時 30分

市内在住の 1 歳未
満児を持つ親子

オイルマッサージ

講師　山
やまもと

本裕
ゆ み

美さん

ベビーオイル・
大きめバスタオ
ル１枚・飲み物

15 組
（予約制）

●共通事項　場所…①②市総合福祉センター２階（児童館）③④市総合福祉センター４階

○子ども家庭総合支援センター　６・７月のイベント　 受付開始：６月５日（金）午前９時～

児童相談所全国共通ダイヤル

１
いち

８
はや

９
く

番
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★身近な話題をお伝えするコーナーです。あなたの地域の情報をお待ちしています。

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
一
環
と
し
て
、
街
頭

啓
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら

大
月
駅
前
で
駅
利
用
者
や

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

に
、
大
月
警
察
署
長
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
団
体
の

方
々
が
、
事
故
防
止
に
つ

い
て
呼
び
か
け
を
行
い
ま

し
た
。

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
心
地
よ
い
交
通
マ
ナ
ー

が
照
ら
す
未あ

す来
」

　「
子
ど
も
の
交
通
事
故

防
止
」
を
目
的
に
、
市
内

の
保
育
園
や
小
学
校
低
学

年
生
を
対
象
と
し
た
教
室

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
子
ど
も
の
事
故

の
う
ち
、
約
半
数
と
な
る

「
飛
び
出
し
事
故
」
を
防

止
す
る
た
め
、
道
路
を
歩

く
と
き
の
注
意
点
や
横
断

歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
熱

心
に
伝
え
、
子
ど
も
た
ち

も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
体

験
し
て
い
ま
し
た
。

４・５月　大月自動車学校（賑岡町）

交通安全教室

春の交通安全運動

５／ 11　大月駅前

　
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

感
性
や
創
造
力
を
育
て
る

取
り
組
み
と
し
て
、
館
長

は
図
書
館
を
森
に
見
立
て

て
、
心
の
育
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
定
員
を
上
回
る
ほ
ど
、

人
気
と
な
っ
た
第
１
回
目

の
グ
リ
ー
ン
マ
ン
の
お
面

づ
く
り
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
の
参
加
で
館
長
と
共

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
描

い
た
自
由
な
イ
メ
ー
ジ
を

形
に
し
て
い
ま
し
た
。

パップンピットクラブ

５／ 17　市立図書館　映像ホール

グリーンマンをイメージする演出

ふたば保育園児の様子
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まちの話題
HOT SPOT

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

の
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
桂
川
漁
業
協
同

組
合
富
浜
支
部
に
よ
る
マ

ス
の
つ
か
み
取
り
・
餌
釣

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
快
晴
で
少
し
汗
ば
む
陽

気
の
中
、
約
１
，
０
０
０

匹
が
放
流
さ
れ
素
早
く
泳

ぎ
ま
わ
る
ニ
ジ
マ
ス
を
一

生
懸
命
に
追
い
か
け
て
い

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
水
を

得
た
魚
の
よ
う
で
し
た
。

５／３　桂川

 マスのつかみ取り・餌釣り

　
本
市
出
身
の
三
遊
亭
小

遊
三
師
匠
の
ほ
か
、
三
遊

亭
円
楽
師
匠
な
ど
を
迎
え

て
の
寄
席
が
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
第
一
部
の
子
ど
も
を

テ
ー
マ
と
す
る
歌
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
静
け
さ
の

中
で
観
衆
が
癒
さ
れ
、
第

二
部
の
漫
才
と
落
語
で

は
、
名
人
芸
に
引
き
込
ま

れ
、
会
場
内
が
終
始
、
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

５／ 10　市民会館

 おおつき寄席

　
５
月
５
日
の
「
子
ど
も

の
日
」
に
ち
な
み
、
公
園

内
の
ヨ
モ
ギ
を
摘
ん
で
の

草
餅
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ヨ
モ
ギ
の
特
徴
を
覚
え

た
後
、
摘
み
と
っ
た
ヨ
モ

ギ
を
ミ
キ
サ
ー
で
細
か
く

し
、
も
ち
米
と
一
緒
に

ぺ
っ
た
ん
ぺ
っ
た
ん
と
餅

を
つ
き
ま
し
た
。

　
み
ん
な
の
頑
張
り
で
、

香
り
高
い
お
餅
に
な
り
ま

し
た
。

５／５　桂川ウェルネスパーク

ヨモギを摘んで草餅づくり
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ＤＡＴＡ　（Ｈ27.5.1 現在）住民基本台帳による

世帯数 10,624　人口 26,282　〈男〉12,877　〈女〉13,405
この広報は、環境保護に配慮した再生紙、大豆油インキを使用しています。

月生まれの６
元気な子

●発行日／平成 27 年６月 1日
●発行・編集／大月市　〒 401-8601 山梨県大月市大月 2-6-20
●広報の問合先 / 秘書広報課 広聴広報担当
　TEL0554（23）8005　FAX0554（23）1216

【
市
内
の
お
子
さ
ん
の
写
真
募
集
】

対
象

　

　
平
成
24
・
25
・
26
年
の
７
月
生
ま
れ

応
募
方
法

　

　k
ouhou-1

9
2
0
6
@
city
.otsuk

i.lg
.jp

　

に
メ
ー
ル
、
ま
た
は
広
聴
広
報
担
当
窓

　

口
に
持
参

・
メ
ー
ル
タ
イ
ト
ル
は
「
広
報
お
お
つ
き

　
7
月
号
元
気
な
子
」
と
し
て
、
お
子
さ

　
ん
の
名
前
、
ふ
り
が
な
、
生
年
月
日
、

　
保
護
者
の
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
35
文
字
程
度
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
付

応
募
期
限

　
6
月
16
日
（
火
）

※
送
信
後
、
１
日
以
上
経
過
し
て
も
返
信

　
が
来
な
い
場
合
に
は
、
メ
ー
ル
が
届
い

　
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
写
真
は
、
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①市ホームページ　　　
http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/
②市公式フェイスブック
https://www.facebook.com/otsukicity

ＱＲコードからも読み取りができます

情報発信

① ②

☆メールマガジン
イベント（毎月１日）や防災（随時）
の情報を配信しています。
※市ホームページからご登録ください。

小
こばやし

林加
か な

奈ちゃん（１才）
猿橋町猿橋

「我が家のアイドル！
みんなあなたにメロメ
ロです！生まれてきて
くれてありがとう♡」

後
ごとう

藤沙
さ や

耶ちゃん（１才）
七保町下和田

「いつも笑顔でみんな
を癒してくれる沙耶
ちゃん♪♪大好きなお
兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね♥」

金
かなざわ

澤良
りょうが

河ちゃん（２才）
猿橋町藤崎

「２歳になりました！
いっぱい食べて、もっ
と大きくなるぞ～♪」

森
もり

 玲
れ お

王ちゃん（１才）
大月３丁目

「毎日よく食べ、よく
寝て、よく遊んでま
す！陣羽織着て武将に
なりきり！」

青
あおの

野ひなたちゃん（１才）

七保町下和田

「おしゃべり上手で好奇
心旺盛なひなちゃん♥
今日もねぇねとにぃにに
ついて行って、いろんな
ところを探索中です♪」

小
おまた

俣ちはるちゃん（１才）

賑岡町奥山

「毎日、お兄ちゃんを
追いかけ回している元
気な“ちぃちゃん”で
す！！」

大
おおと

戸陽
はれ る

瑠ちゃん（２才）
大月２丁目

「4人兄弟の末っ子！元
気でとってもいたずら
好き♪じぃじとお買い
物に行くのが毎日の楽
しみです♡」

上
うえの

野優
ゆう な

那ちゃん（２才）
大月町真木

「食欲旺盛！お兄ちゃ
んにも負けないおてん
ば娘の優那です。」

金
かない

井心
ここ ろ

咲ちゃん（１才）
猿橋町藤崎

「我が家のアイドルこ
ころです。家族全員、
あなたの笑顔に毎日癒
されてます。」

ほっとタイム

増
ますい

井陽
ひな た

大ちゃん（２才）
御太刀１丁目

「歌とダンスが大好
き !!いつもテレビの前
でノリノリ♪おしゃべ
りも上手にできるよ ( 
v^- ゜)♪」

長
おさ だ

田理
り お

央ちゃん（１才）
七保町葛野

「いつもにこにこ可愛い
理央ちゃん☆お姉ちゃ
ん大好き？姉妹ずっと
仲良く元気いっぱい大
きくなってね♪」

　富士山が世界文化遺産
に登録されて、間もなく
２周年を迎えます。
　その効果もあって、大
月でもたくさんの外国人
の方を見かけることが多
くなりました。
　先日は、フランスから
の観光客に道を尋ねられ
ましたが、身振り手振り
で伝えるのが精一杯 ･･･。
もっと勉強が必要だな～
と痛感した一日でした。
　　　　　　　（Ｗ）

佐
さとう

藤衣
い お り

保莉ちゃん（３才）

初狩町下初狩

「我が家の元気娘いー
ちゃん♡よく喋り、よ
く騒ぎ、よく踊る！！ 毎
日、パワー全開です！」

宝
たからぎ

木美
み の り

音里ちゃん（３才）

大月町真木

「毎日“えがお”で元
気いっぱい♪♪おえか
きが大すきな“みのり”
です♥♥」

矢
や べ

部聡
そうすけ

介ちゃん（３才）
大月町花咲

「イチゴにスイカ、果
物大好き聡介。元気で
まっすぐ育ってね！」

足
あだち

立大
そ ら

空ちゃん（１才）
大月３丁目

「我が家の暴れん坊将
軍！『ご飯が大好きで
す！』いっぱい食べて
元気に育ってね♪」


